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春
秋
経
及
び
春
秋
左
氏
博
に
お
け
る

｢天
王
｣
に
つ
い
て

O
n
｡T
ian
W
an
g
抽

出

｡
in
th
e
C
h
u
n
q
iu
Sutra嚇
巽
南

an
d
th
e
Z
u
o
sh
i
C
om
m
en
ta
ry
o
n
C
h
u
n
qiu
嚇
芳
師
拓
諭

吉

永

慎
二
郎

S
h
in
jiro
Y
o
sH
tN
A
G
A

T
h

is
tr
eatise
has
m
ad
e
the
m
a
tter
of
T
ian
W
ang
抽
出
Ctear
asf

ot1ow
s.

The
term
of

T

ian
W

ang
w
h
ic
h
is
tw
enty･si
x
tim
es
used
in
the
text
o
fth
e
C
h
u
n
q
iu
S
utra
嚇
芳
常

and
is
seven
tim
es
used
in
the
Zuo
shiC
om
m
entary
on
C
hun

q
iu
嚇
薄
肘
沌
R

and
that
w
as
origi
natty
accep
te
d
fr
om
the
sou
th
e
rn
S
ta
tes
of
W
u
沸

and
Y
ue
酷

th
a
t
w
er
e
catted
the
B
arbaria
n
C
ountries
加
算

by
the
C
enter

C
o
u
n
try
母
国
.
B
ased
on
the
d
isc
r
ip
tin
of
the
S
to
ries
of
N
ation
s
園
緑
.
the
K
ing
of
W
u
w
how
as
c
o
u
nted
am
ong
the
five
su
p
r
em
e
ruters
in
the
ag
e
o
f
C
h
un
qiu
w
as

c

alte
d
as
T
ian
W
an
g
a
t
the
tast
p
erio
d
o
f
the
ag
e
o
f
C
hun
qiu.
T
h
e
re
ason
w
h
y
the
B
arbarian
C
ou
n
try
n
am
e
d
h
er
K
in
g
as
T
ian
W

an
g
w
as
in
ord
er
to
o
p
o
ssite

and
overc
om
e
the
K
in
g
o
fthe
C
e
nter
C
ountry
(Zhou
遍
)
w
ho
h
ad
been
calte
d
as
T
ian
zi
別
項
.

H

ow
ever
aboutt
w

o
hu
n
d
re
d
y
e
a
r
sa
f
ter.at
the
m
idd
te
p
e
riod
of
the
age
Ofthe
W
a
rrin
g
S
tates
紫
野

the
w
riterS
Of
the
texts
of
the
C
hun
qiu
S
g
tra
and
the

Zuo
shiC
om
m
entary
stand
ing
by
th
e
lord
s
in
th
e
C
en
te
r
C
ountry
,
for
exam
p
te
the
lord
of
W
e
i
夢

began
to
calltheK

ing
of
Zhou
遍

as
T
ian
W

ang.
B
ecause
of

they
intend
e
d
n
am
e
ty
to
r
ecover
the
su
prem
e
status
of
th
e
Ki
n
g
o
f
Zhou
an
d
rea
tty
for
the
tords
in
the
C
enter
C
o
u
n
tr
y
to
seek
a
fter
the
su
p
r
em
e
pow
e
r
in

the

new
w
ortd
g
iv
en
t
he
n
am
e
o
f
T
ian
xia
刈
T
w
here
both
the
C
en
ter
C
ountry
an
d
the
B
a
r
barian
C
ountr
ies
計
re
inc
lu
d
e
d
･

♯
j
T
I
Tf

嚇

穿

.

抽
出
.
母
国
.
加

算
.

卸
T

か
つ
て
明
末
の
考
証
学
者
の
顧
炎
武
は

｢天
王
｣
に
つ
い
て
'
｢尚
書
の
文
､
但
だ
王
を
栴
す

る
の
み
｡
春
秋
は
則
ち
天
王
と
日
ふ
｡
昔
時
楚

･
呉

･
徐
越
み
な
王
を
僧
栴
す
る
を
以
て
､
故
に

天
を
加
え
て
以
て
之
を
別
か
つ
な
り
｡
遭
子
日
は
く
'
天
王
と
栴
し
て
無
二
の
尊
を
表
す
な
り
､

ぜ

と
｡
白

疋

な
り
｡
｣①

と
述
べ
て
い
る
｡

こ
こ
に
言
う

｢昔
時
｣
と
は
､
漠
然
と
春
秋
時
代
を
指
す
も
の
と
も
解
せ
ら
れ
る

(顧
炎
武
の

経
学
的
思
考
は
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
唆
味
な
表
現
を
用
い
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
)
が
､
論
理
的
に

は
楚

･
呉

･
越
が
み
な
王
を
僧
称
し
た
時
お
よ
び

『春
秋
』
成
立
の
時
を
指
す
も
の
と
せ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
呉
越
の
勃
興
は
春
秋
末
期
の
こ
と
で
あ
る

(楚
の
武
王
元
年
が
前
七

四

〇
年
､
呉
の
毒
夢
元
年
が
前
五
八
五
年
､
越
王
句
践
元
年
が
前
四
九
六
年
で
あ
る
②
)
｡
し
た

が
っ
て
､
こ
こ
に
示
さ
れ
る
顧
炎
武
の
理
解
を
論
理
的
に
整
理
す
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

｢天
王
｣
は
､
春
秋
末
期
に
楚

･
呉

･
越
が

｢王
｣
を
僧
称
し
た
の
に
対
抗
し
て
､
用
い
ら
れ

始
め
た
称
号
で
あ
り
､
『春
秋
』
が
制
作
さ
れ
る
際
に
こ
れ
を
用
い
た

(或
い
は
孔
子
が

｢春
秋

を
修
め
た
｣
際
に
こ
れ
を
称
し
た
)
も
の
③
で
､
東
周
初
期
か
ら
の
呼
称
で
は
な
-
'
ま
し
て
や

そ
れ
以
前
に
は
尚
書
に
見
え
る
よ
う
に

｢王
｣
と
称
す
る
の
み
で
あ
っ
た
､.
と
｡
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確
か
に
'
顧
炎
武
の
示
唆
す
る
よ
う
に
文
献
実
証
的
に
は

｢天
王
｣
の
語
は
春
秋
末
期
以
後
に

用
い
ら
れ
た
と
い
う
状
況
は
動
か
し
が
た
い
｡

し
か
も
､
春
秋
経
や
春
秋
左
氏
侍
に
お
け
る

｢天
王
｣
の
呼
称
の
具
体
的
用
例
の
検
討
か
ら
は
､

｢無
二
の
尊
を
表
す
｣
と
い
う
よ
り
も
､
む
し
ろ
周
王
へ
の
腔
意
さ
え
読
み
取
れ
る
と
い
う
点
が

注
目
さ
れ
る
｡
ま
た

『
国
語
』
の
用
例
で
は

｢天
王
｣
は

｢夷
秋
｣
と
さ
れ
る
呉

･
越
の
記
事

(い
ず
れ
も
呉
王
を
指
し
て
言
う
)
に
は
見
ら
れ
る
が
､
｢中
国
｣
の
記
事

(周

･
魯

･
鄭

･
曽

･

奔
語
)
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
顧
炎
武
の
右
の
よ
う
な
見
解
に
も
依
然
と
し
て

卒
ま
れ
る
そ
の
経
学
的
思
考

(
こ
こ
で
は
華
夷
秩
序
に
基
づ
-
世
界
観
や
孔
子
制
作
説
)
に
よ
る

理
解
に
対
し
て
も
､
さ
ら
に
再
検
討
を
促
す
も
の
と
言
え
よ
う
｡

果
た
し
て
､
こ
の

｢天
王
｣
な
る
用
語
は
い
つ
頃
､
誰
に
よ
っ
て
､
い
か
な
る
地
に
お
い
て
用

い
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
は
､
春
秋
テ
キ
ス
ト
の
成
立
に

つ
い
て
も
少
な
か
ら
ぬ
示
唆
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
｡

ま
た
､
｢王
二
月
｣
に
つ
い
て
は
次
の
各
年
の
二
月
の
記
事
に
1
8
例
が
見
ら
れ
る
｡

隠
三
､
四
､
十
｡
荘
二
､
四
㌧
二
十
｡
借
三
十
三
｡
文
二
､
十
八
｡
宣
二
｡
成
十
五
｡
嚢
十

七
㌧
二
十
三
､
二
十
六
｡
昭
二
十
四
｡
/定
四
｡
哀
九
､
十
｡

さ
ら
に
､
｢王
三
月
｣
に
つ
い
て
は
次
の
各
年
の
三
月
の
記
事
に
2
-
例
が
見
ら
れ
る
｡

隠
七
｡
荘
六
､
十
二
㌧
十
八
､
二
十
四
､
二
十
八
｡
偉
九
､
十
二
､
十
九
｡
文
十
｡
成
十

一
｡

嚢
四
､
六
㌧
十
二
｡
昭
十
八
､
二
十

二

二
十
八
｡
定
元
､
十
｡
哀
四
｡

｢王
正
月
｣
の
用
例
が
哀
公
十
六
年
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
は
､
哀
公
十
四
年
で
終
わ
る
公

羊

･
穀
梁
型
の
春
秋
経
に
対
し
て
左
氏
型
の
春
秋
経
が
よ
り
本
来
の
面
目
を
伝
え
る
テ
キ
ス
ト
で

あ
る
こ
と
を
示
す

1
証
と
言
え
よ
う
｡

右
の
用
例
以
外
の

｢王
｣
の
記
述
に
は
､
次
の
4
例
の
記
事
が
挙
げ
ら
れ
る
｡

Ⅲ桓
五
年

｢素
人
衛
人
陳
人
従
王
伐
鄭
｡｣

㈲文
五
年

｢丑
便
乗
叔
蹄
含
且
帽
｡｣

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
代
の
周
王
を
指
し
て

｢王
｣

榔荘
元
年

｢王
便
乗
叔
乗
錫
桓
公
命
｡｣

㈲
文
五
年

｢丑
使
召
伯
東
合
葬
｡｣

と
称
す
る
も
の
で
あ
る
｡

(
こ

春
秋
経
に
お
け
る

｢
王
｣
と

｢
天
王
｣
と

｢
天
子
｣

周
知
の
よ
う
に
'
春
秋
経

(本
稿
で
は
春
秋
経
の
文
は
左
氏
経
を
用
い
る
④
)
に
お
い
て
は
､

周
王
を
指
す
用
語
と
し
て

｢王
｣
と

｢天
王
｣
と

｢天
子
｣
い
う
三
種
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い

る
｡

･
し
か
し
て
､
｢天
子
｣
の
語
は
成
公
八
年
の

｢封
刊
使
召
伯
来
錫
公
命
｣
の
1
例
が
あ
る
の
み

で
あ
る
か
ら
､
春
秋
経
の
用
語
は

｢王
｣
と

｢天
王
｣
に
二
大
別
さ
れ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

｢王
｣
の
用
例
に
つ
い
て
は
､
1
4
-
例
が
見
ら
れ
る
｡
そ
の
う
ち
の
大
部
分
は
､
｢王
｣
が

暦
法
の
主
宰
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す

｢丑
正
月
｣
｢fF
l
有

｣
｢五
三
月
｣
の
三
種
の
型
式
に
よ
る

表
現
で
あ
る
｡
｢王
正
月
｣
に
つ
い
て
は
次
の
各
年
の
正
月
の
記
事
に
-
-
例
が
見
ら
れ
る
｡

隠
元
､
十
｡
桓
元
'
二
㌧
十
､
十
八
｡
荘
元
､
三
㌧
五
､
八
､
十
､
十

二

十
六
､
十
九
､

二
十

一
､
二
十
二
､
三
十
｡
開
元
'
二
｡
偉
元
､
二
㌧
三
､
四
､
六
､
八
､
十
㌧
十
五
､
十

六
､
十
八
㌧
二
十
四
㌧
二
十
五
､
二
十
六
､
三
十
､
三
十
二
｡
文
元
､
三
㌧
五
､
八
､
十
二
､

十
三
､
十
四
｡
宣
元
､
三
㌧
四
､
九
､
十

1
､
十
六
､
十
七
｡
成
元
､
三
､
五
､
六
､
七
㌧

九
､
十
四
､
十
六
､
十
八
｡
嚢
元
､
二
､
八
､
十

一
､
十
四
､
十
六
㌧
十
九
､
二
十
㌧
二
十

一
､
二
十
二
､
二
十
九
'
三
十
､
三
十

1
｡
昭
元
､
三
､
四
､
五
､
六
､
七
､
十
､
十

一
､

十
五
､
二
十
､
二
十
三
､
二
十
六
㌧
三
十
､
三
十

一
､
三
十
二
｡
定
二
､
三
､
五
､
六
､
七
､

八
､
九
､
十
五
｡
哀
元
､
二
､
八
㌧
十
五
､
十
六
｡

し
た
が
っ
て
､
先
の
暦
法
の
主
宰
者
と
し
て
の

｢王
｣
も
直
接
に
は
当
代
の
周
王
を
指
す
も
の

と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
⑤
｡

次
に

｢天
王
｣
の
用
例
に
つ
い
て
は
､
-
-
例
が
見
ら
れ
る
｡

ま
ず
王
の
死
を
記
す
筆
法
と
し
て
の

｢封
到
崩
｣
が
'
次
の
各
年
の
記
事
の
-
例
に
見
ら
れ
る
.

隠
三
､
桓
十
五
､
億
八
､
文
八
㌧
宣
二
､
成
五
､
嚢
元
､
裏
二
十
八
､
昭
二
十
二
｡

右
の
表
記
以
外
の
例
は
､
次
の
17
例
に
亙
っ
て
見
ら
れ
る
｡

2

-
隠
元
年

｢天
王
使
宰
喧
来
蹄
恵
公
仲
子
之
脂
｡｣

-
隠
九
年

｢矧
丑
使
南
季
来
聴
｡｣

-
桓
五
年

｢矧
刊
叫使
析
叔
之
子
来
聴
.｣

-
桓
十
五
年

｢矧
刊
叫使
家
父
乗
求
車
｡｣

-
偉
二
十
八
年

｢矧
丑
狩
干
河
陽
｡
｣

11
文
元
年

｢対
丑
使
叔
服
乗
合
葬
｡｣

望
旦
十
年

｢刃
丑
使
王
季
子
来
聴
｡｣

15
嘩

l十
三
年

｢矧
劃
居
千
秋
泉
｡
｣

17
定
十
四
年

｢封
廿
使
石
尚
乗
蹄
版
｡｣

-
隠
七
年

｢天
王
使
凡
伯
来
聴
｡｣

-
桓
四
年

｢天~
丑
使
宰
渠
伯
糾
来
聴
｡｣

-
桓
八
年

｢対
丑
使
家
父
来
聴
｡｣

-
借
二
十
四
年

｢封
剖
出
居
干
鄭
｡
｣

10
億
三
十
年

｢対
丑
使
宰
周
公
来
聴
｡｣

12
文
元
年

｢対
丑
使
毛
伯
東
錫
公
命
｡｣

些
裳
三
十
年

｢封

皿
殺
其
弟
年
夫
｡｣

16
昭
二
十
六
年

｢矧
封
入
干
成
周
｡｣

こ
の
う
ち
-
-
4
5
-
10
13
は
い
ず
れ
も

｢来
聴
｣
の
記
事
で
あ
り
､
1
17
は

｢蹄

(お
-
る
)｣､

11
が

｢合
葬
｣､
12
が

｢錫
命

(命
を
た
ま
ふ
)｣
の
記
事
で
あ
る
｡

そ
れ
以
外
の
-
-
-
14
15
16
の
記
事
は
､
い
ず
れ
も

｢天
王
｣
に
と
っ
て
は
名
誉
な
記
事
で
は
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吉永 :春秋経及び春秋左氏侍における ｢天王｣について

な
い
｡
そ
し
て
､
｢来
聴
｣
に
つ
い
て
も
､
そ
れ
が
諸
侯
が
そ
の
臣
下
を
他
の
諸
侯
に
互
い
に
遣

わ
す
礼
で
あ
り
⑥
､
天
王
が
そ
の
大
夫
を
諸
侯
で
あ
る
魯
に
来
聴
せ
し
め
る
の
は
､
他
の
諸
侯
が

魯
に
対
す
る
の
と
同
等
の
礼
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
､
天
王
を
諸
侯
並
に
扱

っ
て
い
る
も
の
と
も

解
釈
し
得
る
も
の
で
あ
り
､
｢天
王
｣
の
権
威
を
十
全
に
示
す
も
の
と
は
言
い
難
い
｡

こ
れ
ら
に
見
る
よ
う
に
､
｢天
王
｣
の
記
事
の
用
例
は
､
｢王
｣
の
用
例
が
暦
の
宣
布
者
と
さ
れ

て
そ
の
権
威
を
示
す
記
事
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
比
べ
る
と
､
微
妙
で
は
あ
る
が
無
視

し
得
な
い
特
徴
的
な
相
違
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
｡

(
二
)
左
氏
侍
に
お
け
る

｢
王
｣
と

｢
天
王
｣
と

｢
天
子
｣

次
に
'
左
氏
侍
に
お
け
る

｢天
子
｣
と

｢天
王
｣
の
二
つ
の
概
念
の
用
法
の
問
に
は
重
要
な
相

違
が
看
取
し
得
る
｡

｢天
子
｣
は
5
5
例
に
亙
っ
て
見
ら
れ
る
が
'

一
部
の
例
外

(昭
公
三
十
二
年
の

｢天
子
日
｣

は
時
の
敬
王
を
指
す
)
は
あ
る
も
の
の
､
記
事
の
当
代
の
周
王
を
直
接
的
に
意
味
す
る
よ
り
は
､

周
王
朝
の
秩
序
規
範
と
し
て
の
天
子
-

諸
侯
I
卿

･
大
夫

･
士
と
い
う

｢命
｣
と

｢礼
｣
の
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
I
に
お
け
る
最
上
位
者
と
し
て
の
理
念
的
及
び
位
階
的
概
念
と
し
て
用
い
ち
れ
て
い
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
｢天
王
｣
は
-
例
が
見
ら
れ
る
が
､
も
っ
ぱ
ら
当
代
の
周
王
を
直
接
指
示
す

る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
､
し
た
が
っ
て
具
体
的
な
行
為
者
と
t
て
の

｢天
王
｣
は
し
ば

し
ば
批
判
や
褒
腔
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
こ
と
は
'
当
代
の
周
王
で
あ
る

｢天
王
｣
の
行
為
が

｢天
子
｣
の
理
念
と
そ
の
規
範
に
よ
っ

て
批
判
さ
れ
る
と
い
う
次
の

Ⅲ～
㈲よ
う
な
記
述
の
中
に
最
も
端
的
に
看
取
し
得
る
｡

川
(左
俸

･
隠
公
)
元
年
｡
-
｡
秋
｡
七
月
｡
天
王
便
宰
垣
乗
蹄
恵
公
仲
子
之
帽
｡
緩
､
且
子

氏
末
葉
､
改
名
｡
天
子
七
月
而
葬
､
同
軌
畢
至
｡
諸
侯
五
月
､
同
盟
至
｡
大
夫
三
月
'
同
位

至
.
土
瓶
月
､
外
姻
至
｡
贈
死
不
及
戸
､
弔
生
不
及
哀
｡
橡
凶
事
､
非
樽
｡

天
王

(周
の
平
王
)
は
'
隠
公
の
先
君
恵
公
及
び
そ
の
夫
人
仲
子
の
喪
に
用
い
る
脂

(卓
馬
と

お
く

束
吊
)
を
帰

っ
て
釆
た
が
､
恵
公
の
喪
に
は
間
に
合
わ
ず
､
且
つ
夫
人
仲
子
は
未
だ
健
在
で
あ
り
､

けん

こ
の
使
者
の
派
遣
は
礼
に
か
な
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
｡
そ
こ
で
そ
の
使
者
を

｢事
の
喧

｣

と
そ
の
名
を
も
っ
て
記
し
た
､
と
す
る
｡
そ
の
う
え
で
､
天
子
か
ら
士
に
い
た
る
喪
礼
に
お
け
る

期
間
と
参
会
者
の
範
囲
の
規
定
を
述
べ
て
､
｢凶
事
を
予
め

(予
測
し
て
脂
を
贈
る
こ
と
を
)
す

る
｣
こ
と
を

｢非
稽
な
り
｣
と
批
判
す
る
｡
こ
こ
で
は

｢天
王
｣
は
当
代
の
周
王
を
指
し
て
お
り
､

｢天
子
｣
は
礼
規
定
に
お
け
る
理
念
的
概
念
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
知
ら
れ
よ
う
｡

㈲
(左
侍

･
桓
公
)
十
五
年
｡
春
｡
天
王
使
家
父
来
求
車
｡
非
程
也
｡
諸
侯
不
貢
車
服
｡
天
子

不
私
求
財
｡

天
王

(周
の
桓
王
)
は
そ
の
大
夫
の
家
父
を
魯
に
使
わ
し
て
車
を
求
め
さ
せ
た
の
は

｢樽
に
非

ざ
る
な
り
｣
と
す
る
｡
な
ぜ
な
ら
､
礼
の
規
定
で
は
諸
侯
は
天
子
に
車
服
を
貢
す
る
こ
と
は
し
な

い
の
で
あ
り
､
天
子
た
る
も
の
は
私
的
に

(臣
下
た
る
諸
侯
に
)
財
を
要
求
す
る
こ
と
は
し
な
い

の
で
あ
る
t
と
す
る
｡
こ
こ
に
お
け
る
両
概
念
も
や
は
り

Ⅲと
同
様
の
関
係
で

｢天
王
｣
が
当
代

の
周
王
を
指
し

｢天
子
｣
は
理
念
的
規
範
的
概
念
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

㈲
(左
侍

･
借
公
)
二
十
四
年
｡
-
｡
冬
｡
王
便
乗
告
難
､
日
､
｢不
穀
不
徳
､
得
罪
干
母
氏

之
寵
子
背
｡
邸
在
鄭
地
犯
｡
敢
告
叔
父
｡｣
城
文
仲
封
日
､
｢封
刊
蒙
塵
干
外
､
不
敢
奔
問
宮

守
｡｣
王
使
簡
師
父
告
子
音
､
使
左
部
父
告
干
秦
｡
天
子
無
出
､
書
目
､
｢封
剖
出
居
干
郡
｡｣

辞
母
弟
之
難
也
､
封
刊
凶
服
､
降
名
'
稽
也
.

王

(周
の
嚢
王
)
が
母
弟
の
難
を
鄭
の
犯
に
避
け
た
際
に
､
自
ら
を

｢不
穀
｣
と
称
し
て
魯
に

告
げ
し
め
た
｡
こ
れ
に
つ
い
て

｢天
子
｣
た
る
も
の
は
天
下
を
家
と
す
る
ゆ
え
に

｢天
子
は
出
ず

る
無
し
｣
で
あ
る
が
､
経
文
に

｢天
王
出
で
て
鄭
に
居
る
｣
と
嚢
王
の
鄭
の
氾
へ
の
邸
居
の
こ
と

を
書
-
の
は
､
｢天
子
｣
は
難
を
避
け
る
と
き
に
は

｢凶
服
し
､
名
を
降
す
は
､
穫
な
り
｣
の
規

定
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
釈
明
す
る
｡
前
二
者
と
異
な
る
の
は
､

畑で
は

｢天
王
出
で
て
郡
に
居

る
｣
は
左
氏
経
の
文
で
あ
り
､
そ
れ
を
左
氏
侍
は
引
用
し
て
釈
し
た
と
い
う
体
裁
に
な
っ
て
い
る
｡

そ
の
う
え
で
､
こ
こ
に
見
ら
れ
る
両
概
念
に
つ
い
て
は
､
や
は
り

Ⅲや
闇と
同
様
の
関
係
が
確
認

し
得
よ
う
｡

ま
た
､
裏
三
十
の

｢天
王
殺
其
弟
侯
夫
｣
や
､
昭
二
十

1
の

｢天
王
将
鋳
無
射
｣
な
ど
の
記
述

は
､
｢天
王
｣
へ
の
旺
意
を
内
包
し
て
い
る
｡

次
に
左
氏
侍
に
お
け
る

｢王
｣
の
用
例
は
-
-
-
例

(ご
く

一
部
は
周
王
以
外
の
王
を
指
す
用

例
も
含
む
)
の
多
き
に
わ
た
る
｡
そ
の
う
ち
大
部
分
を
占
め
る
周
王
と
し
て
の

｢王
｣
の
用
法
は
､

経
に
お
け
る
用
例
と
同
様
に

｢王
正
月
｣
(-
-
例
)'
｢王
二
月
｣
(4
例
)､
｢王
三
月
｣
(-
例
)

の
三
種
の
暦
法
の
主
宰
者
と
し
て
の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
､
先
の
経
に
お
け
る

｢王
｣
の
概
念
と
基
本
的
に
一
致
す
る
｡

し
た
が
っ
て
､
左
氏
侍
に
お
い
て
も

｢王
｣
に
比
較
し
て
､
｢天
王
｣
は
や
は
り
批
判
や
褒
腔

(特
に
旺
意
)
の
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
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(三
)
｢
天
王
｣
の
語
の
出
自
と
そ
の
概
念

そ
も
そ
も
こ
の

｢天
王
｣
な
る
語
は
い
か
な
る
出
自
を
持

つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
｡
し
ば
ら
-
香

秋
経

･
侍
を
離
れ
て
､
汎
-
先
秦
の
諸
文
献
に
徴
し
て
こ
れ
を
検
討
し
て
み
よ
う
｡

｢天
王
｣
の
用
例
の
見
え
る
の
は
'
『
国
語
』
『逸
周
書
』
『荘
子
』
『萄
子
』
『竹
書
紀
年
』
な

ど
の
文
献
で
あ
る
｡

ま
ず

『
国
語
』
に
は
最
多
の
-
例
が
見
え
る
が
､
そ
れ
は
呉
語
と
越
語
の
次
の
文
で
あ
る
｡

(以
下
の
1
-
Ⅷ
の

｢天
王
｣
の
用
例
の
文
に
つ
い
て
は
煩
を
厭
わ
ず
書
き
下
し
文
を
付
す
る
)

Ⅰ
'
呉
王
夫
差
起
師
伐
越
｡
越
王
句
践
起
師
逆
之
江
｡
大
夫
種
乃
献
謀
､
日
'
｢夫
呉
之
輿
越
'

唯
天
所
授
､
王
其
無
庸
戦
｡
云
々
｡｣
越
王
許
諾
｡
乃
命
諸
稽
郡
行
成
於
呉
､
日
'
｢寡
君
句

康
､
使
下
臣
郡
不
敢
顕
然
布
幣
行
樽
､
徴
私
告
於
下
執
事
､
日
､
『昔
者
越
国
見
禍
､
得
罪

於
天
王
､
天
王
親
趨
玉
鉦
､
以
心
孤
句
践
､
而
又
宥
赦
之
｡
君
王
之
於
越
､
緊
起
死
人
而
肉

白
骨
也
｡
孤
不
敢
忘
天
災
､
其
敢
忘
君
王
之
大
賜
平
｡
今
句
践
申
禍
無
良
､
草
邸
之
人
敢
忘

対
丑
之
大
徳
､
而
恩
連
垂
之
小
怨
､
以
重
得
罪
於
下
執
事
｡
句
践
用
帥
二
三
之
老
､
親
委
重

罪
頓
類
於
遠
｡
今
君
王
不
察
'
盛
怒
属
兵
'
婿
残
伐
越
園
｡

-
｡
夫
諺
日
､

《狐
埋
之
､
而

狐
掃
之
､
是
以
無
成
功
｡
》
今
対
丑
既
封
殖
越
囲
､
以
明
聞
於
天
下
､
而
又
刈
亡
之
､
是
対

王
之
無
成
努
也
｡
錐
四
方
之
諸
侯
､
則
何
章
以
事
呉
｡』
敢
使
下
臣
義
解
､
唯
封

皿
莱
利
度

義
蔦
｡
｣
(呉
語
第
十
九
)

呉
王
夫
差
師
を
起
こ
し
て
越
を
伐
つ
｡
越
王
句
践
師
を
起
こ
し
て
之
を
江
に
逆
ふ
｡
大
夫

種
乃
ち
謀
を
戯
じ
て
'
日
は
-

｢夫
れ
呉
の
越
に
お
け
る
や
､
唯
だ
天
の
授
-
る
所
の
み
､

王
其
れ
戦
を
庸
ふ
る
無
か
れ
｡
云
々
｣
と
｡
越
王
許
諾
す
｡
乃
ち
諸
稽
郡

(越
の
大
夫
)
に

た
いらぎ

命
じ
て

成

を
呉
に
行
は
し
め
て
'
日
は
く
'
｢寡
君
句
筏
､
下
臣
郡
を
し
て
敢
へ
て
額
然

と
し
て
幣
を
布
き
樽
を
行
は
し
め
ず
､
散

へ
て
私
か
に
下
執
事
に
告
げ
し
め
て
､
日
は
く

『
む
か
し
越
園
禍
せ
ら
れ
'
罪
を
天
王
に
得
る
も
､
天
王
親
し
く
玉
祉
を
趨
ら
せ
､
心
に
句

す

こ

操
を
孤

つ
る
を
以
て
す
れ
ど
も
､
し
か
も
又
之
を
宥
赦
す
､
君
王
の
越
に
お
け
る
や
､
繁

れ

｢

死
人
を
起
こ
し
て
白
骨
に
肉
あ
ら
し
む
る
な
り
｡
孤
敢
へ
て
天
災
を
忘
れ
ず
､
其
れ
敢
へ
て

君
王
の
大
腸
を
忘
れ
ん
や
｡
今
句
践
禍
を
申
べ
良
無
し
､
草
邸
の
人
敢
へ
て
天
王
の
大
徳
を

忘
れ
て
､
過
重
の
小
怨
を
恩
ひ
､
以
て
重
ね
て
罪
を
下
執
事
に
得
ん
や
｡
句
践
用
て
二
三
の

みず
か

老
を
帥
ひ
､
親

ら
重
罪
を
委
ね
て
連
に
頓
類
す
｡
今
君
王
察
せ
ず
､
盛
ん
に
怒
り
て
兵
を

つら属
ね
'
婿
に
越
園
を
残
伐
せ
ん
と
す
｡
-
｡
夫
れ
諺
に
日
は
く

《狐
こ
れ
を
埋
め
て
､
狐
こ

あば

れ
を
指

-
､
是
を
以
て
功
を
成
す
無
し
》
と
｡
今
天
王
既
に
越
園
を
封
殖
し
､
以
て
明
ら
か

に
天
下
に
聞
こ
ゆ
､
し
か
る
に
又
こ
れ
を
刈
亡
す
､
是
れ
天
王
の
努
を
成
す
無
き
な
り
｡
四

方
の
諸
侯
と
難
も
､
則
ち
何
ぞ
賓
に
以
て
呉
に
事
へ
ん
』
と
｡
敢
へ
て
下
臣
を
し
て
轟
く
鮮

と

せ
し
め
ん
や
'
唯
だ
天
王
利
を
乗
り
義
を
度
れ
｣
と
｡

こ
の
-
例
の

｢天
王
｣
の
う
ち
､
最
初
の
-
例
は
呉
王
閲
歴
で
あ
り

(『国
語
』
葺
氏
解

｢見

禍
於
天
得
罪
､
謂
傷
閲
歴
也
｡
言
天
王
､
尊
之
以
名
｡｣)､
他
の
-
例
は
呉
王
夫
差
を
指
し
て
い

る

｡Ⅱ
､
大
夫
種
-
日
､
｢寡
君
句
操
､
乏
無
所
使
､
使
其
下
臣
種
不
敢
徹
著
聞
於
天
王
､
私
於
下

執
事
､
日
､
『寡
君
之
師
徒
不
足
以
辱
君
実
｡
云
々
｡』｣
(越
語
上
第
二
十
)

大
夫
種
-
日
は
く
､
｢寡
君
句
践
､
乏
し
く
し
て
使
ふ
所
無
し
ヾ
下
臣
種
を
し
て
敢
へ
て

た
っ

ひそ

馨
を
徹

し
て
天
王
に
聞
せ
ず
､
下
執
事
に
私

か
に
せ
し
め
て
日
は
く
､
『寡
君
の
師
徒
､
以

て
君
を
辱
む
る
に
足
ら
ず
｡
云
々
｡』｣

こ
の
-
例
は
呉
王
夫
差
を
指
し
て

｢天
王
｣
と
言
う
｡

な
お
､
越
語
下
の

｢花
姦
封
へ
て
日
は
-
､
〔呉
王
に
〕
解
を
専
-
し
樽
を
尊
び
､
-
､
尊
ぶ

に
名
を
以
て
せ
よ
｣
に
杜
預
は

｢之
を
天
王
と
謂
ふ
な
り
｣
と
注
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に

『国
語
』
で
､
周

･
魯

･
暫

･
育

･
鄭

･
楚
語
に
は
見
ら
れ
ぬ

l
方
で
､
呉

･
越

語
に

｢天
王
｣
の
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
､
い
か
に
解
せ
ら
れ
よ
う
か
｡

周
知
の
よ
う
に

『国
語
』
は
､
『漢
書
』
律
暦
志
下
に
お
い
て

｢春
秋
｣
の

｢外
侍
｣
と
し
て

引
用
せ
ら
れ
て
お
り
⑦
､
ま
た
後
漢
前
期
の
王
充
は

｢国
語
左
氏
之
外
博
也
､
左
氏
博
経
解
語
尚

客
､
故
復
選
録
国
語
之
鮮
以
賓
｡
然
別
左
氏
国
語
世
儒
之
葉
書
也
｡
(国
語
は
左
氏
の
外
債
な
り
､

左
氏
の
経
に
侍
す
る
に
解
語
尚
略
な
り
､
故
に
復
た
国
語
の
解
を
選
録
し
て
以
て
葺
た
す
｡
然
れ

ば
則
ち
左
氏

･
国
語
は
世
の
儒
の
賓
書
な
り
｡｣
(
『論
衡
』
巻
第
二
十
九
､
案
書
篇
)
と
述
べ
て

い
る
｡

王
充
に
拠
れ
ば
､
『
国
語
』
の

一
部
は
左
氏
博
に

｢選
録
｣
さ
れ
て
い
る
｡
さ
れ
ば
､
今
本

『
国
語
』
は
そ
の
残
余
を
編
作
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
､
そ
の
最
終
的
な
編
作
の
段
階
は
左
侍
と

同
様
に
戦
国
中
期
頃
ま
で
下
る
可
能
性
が
留
保
さ
れ
よ
う
⑧
｡

そ
の
う
え
で
'
そ
こ
に
編
纂
さ
れ

て
い
る
各
国
の

｢語

(も
の
が
た
り
)｣
は
､
む
し
ろ
王
充
が

｢要
害
｣
と
す
る
よ
う
に
､
春
秋

期
の
歴
史
的
記
述
や
伝
承
を
相
応
に
踏
ま
え
る
も
の
と
の
想
定
は
許
容
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡

さ
れ
ば
'
右
の
国
語
の

｢天
王
｣
の
用
例
は
､
春
秋
末
に
お
い
て
周
王
朝
封
建
の
諸
侯
か
ら
な

る
左
侍
の
所
謂

｢中
国
｣
に
お
い
て
で
は
な
く
､
逆
に

｢夷
秋
｣
の
地
で
あ
る
呉

･
越
に
お
い
て

｢天
王
｣
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
を
想
定
せ
し
め
よ
う
｡

次
に

『逸
周
書
』
に
は
-
例
が
見
え
る
が
､
特
に

｢天
王
｣
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
を
行
っ
て

4
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吉永 :春秋経及び春秋左氏侍における ｢天王｣について

い
る
記
述
が
注
目
さ
れ
る
｡

Ⅲ
､
王
日
､
｢在
昔
后
稜
､
惟
上
帝
之
言
'
克
播
百
穀
'
登
寓
之
績
､
-
｡
上
帝
日
､
『必
伐
之
｡』

今
予
惟
明
告
爾
､
予
其
往
追
□
紺
'
遂
珠
集
之
干
上
帝
､
封
廿
其
有
命
爾
､
百
姓
献
民
其
有

綴
汚
､
夫
自
敬
其
有
斯
天
命
､
云
々
｡
｣
(商
誓
解
)

王
日
は
-
､
二
昔
后
稜
に
在
り
て
は
'
惟
だ
上
帝
を
之
れ
言
ひ
､
克
-
百
穀
を
播
き
､
南

わ

の
績
に
登
る
､
-
｡
上
帝
日
は
く
､
『
必
ず
之
を
伐
て
』
と
｡
今
予

れ
惟
れ
明
ら
か
に
爾
に

告
げ
ん
､
予
れ
其
れ
往
き
て
村
を
追
□
し
､
遂
に
之
を
上
帝
に
諌
集
し
､
天
王
其
れ
爾
に
命

ず
る
有
り
､
百
姓
戯
民
其
れ
再
を
綴
る
有
り
'.
夫
れ
自
ら
其
の
斯
の
天
命
有
る
を
敬
L
iN
ん
､

云
々
｡
｣

こ
こ
で
は

｢天
王
｣
は
周
の
武
王
自
ら
を
指
す
よ
う
で
あ
る
が
'
紺
を
伐
つ

｢天
命
｣
は

｢上

帝
｣
に
よ
っ
′て
天
王
た
る
武
王
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
こ
に
は
､
天
命
思
想
の
体
系
に

｢天
王
｣

を
位
置
づ
け
ん
と
す
る
意
図
を
看
取
し
得
る
で
あ
ろ
う
｡

Ⅳ
､
侯
能
成
群
､
謂
之
君
｡
君
有
虞
徳
､
分
任
諸
侯
而
敦
信
､
日
､
予

一
人
｡
善
至
干
四
海
､

日
､
天
子
｡
達
千
四
荒
､
日
､
矧
封
｡
四
荒
至
､
莫
有
怨
讐
'
乃
豊
島
帝
.
(太
子
膏
解
)

侯
能
-
群
を
成
す
､
之
を
君
と
謂
ふ
｡
君
に
贋
徳
有
り
､
諸
侯
を
分
任
し
て
信
を
敦
-
L
t

予

1
人
と
日
ふ
｡
善
四
海
に
至
る
を
､
天
子
と
日
ふ
｡
〔善
〕
四
荒
に
達
す
る
を
､
天
王
と

日
ふ
｡
四
荒
至
り
て
､
怨
讐
有
る
莫
け
れ
ば
､
登
り
て
帝
と
為
る
｡

こ
こ
で
は
､
そ
の
徳
に
よ
る
統
治
範
囲
の
拡
大
に
対
応
し
て
'
天
子

(四
海
に
至
る
)
1
天
王

(四
荒
に
達
す
)
1
帝

(四
荒
至
る
)t
と
い
う
序
列
を
明
確
に
示
し
て
い
る
｡

こ
の

｢
四
海
｣
の
語
は
､
国
語

･
論
語

･
管
子

･
孟
子

･
荘
子

･
萄
子

･
稽
記

･
周
穫

･
妻
子

春
秋

･
山
海
経

･
越
絶
書

･
文
子

･
呉
越
春
秋

･
呂
氏
春
秋
等
の
書
に
み
え
る
が
､
｢
四
荒
｣
は

こ
の
う
ち
の
呂
氏
春
秋
に
の
み
見
え
る
｡
そ
の
用
語
が
戦
国
後
期
に
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
窺
わ
せ
る
｡
ま
た
､
｢帝
｣
を
頂
点
と
し
て
の

｢帝
-
天
王
-
天
子
｣
と
い
う
序
列
化
の
思
考

も
戟
国
後
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
｡

逸
周
書
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
､
所
謂
汲
家
逸
書
の
一
で
あ
る
と
し
て

｢汲
家
周
書
｣
と

題
す
る
通
説
と
､
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
見
解
と
が
並
び
に
行
わ
れ
て
い
る
｡

『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
五
十

･
史
部
別
史
類
の

｢逸
周
書
十
巻
｣
の
項
は
'
こ
れ
に
つ
い
て
考

証
し
て
後
者
の
見
解
を
是
と
し
て
い
る
｡
そ
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

惰
書
経
籍
志
や
唐
書
重
文
志
は
倶
に
此
の
書
は
晋
の
大
康
年
間
に
汲
郡
に
あ
る
戦
国
魂
の
安

産
王
の
家
中
よ
り
得
た
と
し
て

｢汲
家
周
書
｣
と
称
し
て
久
し
い
が
､
晋
書
武
帝
紀
等
の
記
載

で
は
汲
郡
の
不
準
の
得
た
所
の
竹
書
七
十
五
篇
の
具
体
的
篇
名
を
記
す
が
､
｢周
書
｣
な
る
書

の
記
載
は
無
い
｡
ま
た
晋
の
杜
預
の
春
秋
集
解
後
序
に
も
汲
家
の
諸
書
の
目
を
載
せ
る
が
'
や

は
り

｢周
書
｣
の
目
は
無
い
｡
こ
れ
は
周
書
が
汲
家
よ
り
出
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
･て

い
る
｡
｣
方
､
漢
書
重
文
志
は

｢周
書
七
十

一
篇
｣
と
記
し
､
今
本

｢逸
周
書
｣
は
こ
れ
よ
り

1
篇
少
な
い
が
'
陳
振
孫
の
書
録
解
題
が

｢凡
そ
七
十
篇
'
叙

一
篇
そ
の
末
に
在
り
｣
と
す
る

こ
と
か
ら
､
漢
書
の
記
載
は
敦
を
含
め
て
言
う
も
の
で
､
そ
の
実
は
今
本
の
篇
数
と
合
致
す
る
｡

そ
の
記
事
の
内
容
は
､
史
記
の
武
王
克
商
の
記
事
は
本
書
と
相
応
じ
､
許
懐
の
説
文
や
論
語
の

馬
融
註
､
周
樽
の
鄭
元
註
､
儀
樽
の
王
合
註
は
い
ず
れ
も

｢周
書
｣
を
引
用
し
て
い
る
｡
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
汲
家
よ
り
竹
書
の
出
土
す
る
以
前
の
記
事
で
あ
り
､
｢周
書
｣
が
漠
代
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
｡
膏

の
郭
瑛
註
の
爾
雅
や
唐
初
の
李
善
註
の
文
選
に
お
い
て
は
い

ず
れ
も

｢逸
周
書
｣
と
し
て
引
用
し
て
い
る
｡

一
方
､
｢汲
家
周
書
｣
と
称
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
､
梁
の
任
坊
が
竹
簡
漆
書
を
得
た
が
弁
識
し
え
ず
劉
額
に
示
し
た
所
､
劉
額
は
こ
れ
を
孔

子
の
柵
書
の
余
と
見
な
し
､
や
が
て
汲
家
竹
簡
と
合
し
て
一
体
化
さ
れ
､
暗
書
の
編
者
が
こ
れ

を
誤
っ
て
経
籍
志
に
採
用
し
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
､
と
す
る
｡

そ
の
上
で
､
そ
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
'
左
侍
に
所
引
の
周
書
の

｢勇
則
犯
上
'
不
登
於
明

堂
｣
｢慎
始
而
敬
終
､
終
乃
不
困
｣
｢居
安
思
危
｣
な
ど
の
文
が
い
ず
れ
も
今
書
に
あ
る
こ
と
か
ら

｢則
ち
春
秋
の
時
己
に
之
れ
有
り
､
特
だ
戦
国
以
後
ま
た
糎
持
し
て
附
益
す
､
故
に
其
の
言
駁
稚

な
る
の
み
､
そ
の
本
始
を
究
む
れ
ば
､
終
に
三
代
の
遺
文
た
る
こ
と
麿
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
｣
と

す
る
｡

四
庫
全
書
総
目
の
考
証
は
､
現
存
資
料
の
範
囲
で
は
合
理
的
な
考
証
と
し
て
傾
聴
す
べ
き
見
解

と
言
え
る
が
､
竹
簡
漆
書
の
混
入
の
弁
に
は
､
や
や
不
明
の
点
も
残
る
｡

晋
書
五
十

一
･
束
哲
侍
に
は
､
汲
家
書
の
世
に
出
た
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
｡

初
太
康
二
年
､
汲
群
人
不
準
盗
費
魂
嚢
王
墓
､
或
言
安
産
王
家
､
得
竹
書
数
十
車
｡
-
｡
大

凡
七
十
五
篇
､
七
第
簡
書
折
壊
､
不
識
名
題
｡

即
ち
､
当
初
は
不
準
の
あ
ば
い
た

｢数
十
車
｣
分
の
竹
書
が
存
在
し
た
と
し
､
秘
府
に
戒
め
ら

れ
た
も
の
が
七
十
五
篇
で
､
そ
の
う
ち
の
弁
識
し
得
る
六
十
八
篇
の
篇
名
を
記
し
て
い
る
｡
秘
府

に
戒
め
ら
れ
た
も
の
以
外
に
世
に
出
た

｢竹
書
｣
が
存
在
し
た
可
能
性
も
否
定
し
得
な
い
と
言
え

よ
う
｡

仮
に
逸
周
書
が
汲
家
書
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
に
は
､
そ
の
制
作
は
汲
家
紀
年

(竹
書
紀
年
)

が

｢恵
成
王
｣
の
後
の

｢今
王
｣
(嚢
王
)
の

｢
二
十
年
｣
(前
-
-
-
年
)
を
以
て
終
わ
る
こ
と

か
ら
､
戦
国
後
期
の
魂
に
お
け
る
も
の
と
な
る
｡
ま
た

『逸
周
書
』
が
伝
世
の
文
献
で
あ
ふ
と
し

た
場
合
に
も
､
先
の
Ⅳ
の
記
事
の
内
容
か
ら
す
る
と
や
は
り
戦
国
後
期
以
降
の
も
の
と
な
ろ
う
｡
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し
か
も
､
『逸
周
書
』
で
は
周
の
武
王
を

｢天
王
｣
と
称
し
､
｢中
国
｣
の
立
場
か
ら

｢夷
秋
｣

に
も
そ
の
徳
を
及
ぼ
す

｢天
王
｣
の
概
念
と
し
て
用
い
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
｡
こ
の
点
で

は

『国
語
』
の
記
事
と
は
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
り
､
ま
た
対
称
的
で
あ
る
｡
こ
れ
は

『国
語
』
以

降
の

｢天
王
｣
概
念
の
展
開
の
到
達
点
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
｡

次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
､
こ
の
汲
家
出
土
の
書
を
代
表
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

『竹
書
紀
年
』
の

｢天
王
｣
の
用
例
で
あ
る
｡
な
お
､
周
知
の
よ
う
に

『竹
書
紀
年
』
に
つ
い
て

は
､
今
本
テ
キ
ス
ト
が
唐
初
か
ら
明
に
至
る
こ
ろ
の
時
人
の
偽
撰
で
あ
る
こ
と
は
､
青
書

･
束
哲

侍
註
や
四
庫
全
書
総
目
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
､
こ
こ
で
は
朱
右
曾
の
輯
録
し
た

『汲
家
紀

年
存
真
』
の
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
こ
と
と
す
る

(今
本
竹
書
紀
年
に
は

｢天
王
｣
の
語
は
見
え
な
い
)｡

Ⅴ､
〔幽
王
〕
十
年
､
申
侯
魯
侯
及
許
文
公
､
立
平
王
子
申
｡
以
本
太
子
､
故
栴
矧
丑
｡
伯
盤

輿
幽
王
､
倶
死
干
戯
｡
覗
公
翰
立
王
子
余
臣
干
摘
｡
周
二
王
並
立
｡
(朱
右
曾
輯
録

『汲
家

紀
年
存
真
』)

十
年
､
申
侯
魯
侯
及
び
許
の
文
公
､
平
王
を
中
に
立
つ
｡
本
の
太
子
た
る
を
以
て
､
故
に

天
王
と
栴
す
｡
伯
盤
と
幽
王
と
､
倶
に
戯
に
死
す
｡
覗
公
翰
王
子
余
臣
を
橋
に
立

つ
｡
周
に

二
王
並
立
す
｡

こ
れ
は

｢天
王
｣
の
語
の
由
来
を
平
王
の
故
事
に
託
し
て
､
｢本
の
太
子
｣
か
ら

｢王
｣
に
な
っ

た
の
で

｢天
王
｣
と
称
し
た
､
と
説
明
す
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
を
歴
史
的
事
実
の
記
事
と
見
る
の

が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
､
平
王
を

｢天
王
｣
と
称
し
た
東
周
及
び
春
秋
期
の
古
典

(例
え
ば
詩

･

書
)
の
用
例
が
'
問
題
と
な
る
春
秋
経
と
左
俸
以
外
に
は
皆
無
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
知
ら

れ
る
｡

こ
の
よ
う
な

｢天
王
｣
の
概
念
は
あ
-
ま
で
も
､
戦
国
後
期
の

『竹
書
紀
年
』
の
編
作
者
の
認

識
と
し
て
､
ま
ず
は
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
う
え
で
､
こ
れ
を
春
秋
経

や
左
博
と
の
関
連
か
ら
考
察
す
る
と
､
春
秋
経
で
は
平
王
以
下
の
歴
代
周
王
の
死
を

｢天
王
崩
ず
｣

と
称
し
て
い
る
よ
う
に
､
｢天
王
｣
の
用
語
は
東
周
の
平
王
以
降
の
王
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
'
春
秋
の
経

･
侍
を
読
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う

『竹
書
紀
年
』
の
編
作
者
に
と
っ

て
は
､
平
王
の
歴
史
記
事
に
お
い
て

｢天
王
｣
の
用
語
の
概
念
規
定
を
示
さ
ん
と
す
る
の
は
必
要

か
つ
適
切
な
措
置
と
考
,与
り
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
｡

こ
の
汲
家
紀
年

(竹
書
紀
年
)
の
記
事
と
春
秋
経
や
左
侍
と
の
近
似
性
に
つ
い
て
は
､
青
書

･

束
管
侍
が

｢其
の
紀
年
十
三
篇
は
､
-
､
蓋
し
魂
園
の
史
書
な
り
､
大
略
は
春
秋
と
皆
多
-
相
鷹

ず
｣
と
記
し
'
ま
た
膏
の
杜
預
は

『春
秋
経
俸
集
解
』
後
序
に
お
い
て

｢其
の
紀
年
篇
は
､
-
0

其
の
著
書
の
文
意
大
い
に
春
秋
経
に
似
た
り
｡
-
｡
諸
の
記
す
所
は
多
く
左
侍
と
符
同
し
､
公
羊

･

穀
梁
と
異
な
る
｣
と
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
｡

竹
書
紀
年
の
記
事
か
ら
は
､
｢天
王
｣
の
用
語
が
春
秋
経
や
左
侍
は
も
と
よ
り
､
い
ま
や
魂
の

国
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

次
に

『周
蔵
』
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
｡

Ⅵ
､
凡
喪
､
馬
封
封
斬
衰
､
薦
王
后
暫
衰
｡
-
｡
大
札

･
大
荒

･
大
災
､
素
服
｡
公
之
服
､
自

裏
晃
而
下
如
王
之
服
｡
侯

･
伯
之
服
､
白
鷺
晃
而
下
如
公
之
服
｡
子

･
男
之
服
､
日
義
菟
而

下
侯

･
伯
之
服
｡
(春
宮
宗
伯

･
司
服
)

凡
そ
喪
は
､
天
王
の
為
に
は
斬
衰
し
､
王
后
の
為
に
は
奔
衰
す
｡
･･･｡
大
札

･
大
荒

･
大

こん
べん

へつ

災
に
は
素
服
す
｡
公
の
服
は
裏

晃

よ
り
下
は
王
の
服
の
如
く
す
｡
侯

･
伯
の
服
は
､
驚

晃
よ

ぜ
い

り
下
は
公
の
服
の
如
-
す
｡
子

･
男
の
服
は
､
義

晃
よ
り
下
は
公

･
伯
の
服
の
如
く
す
｡

ざ
んさい

｢天
王
｣
に
対
す
る
喪
頑
を
｢
斬

衰

｣

と
規
定
し
､
ま
た
公

･
侯

･
伯

･
子

･
男
の
五
等
爵
に

よ
っ
て
各
々
そ
の
朝
聴
及
び
助
祭
の
服
を
規
定
し
て
い
る
｡
五
等
爵
の
分
類
に
よ
る
の
は
､
左
博

や
春
秋
経
と
共
通
す
る
観
点
と
言
え
よ
う
｡
『周
樽
』
の
編
作
は
戟
国
期
と
見
ら
れ
る
⑨
が
､
｢天

王
｣
の
用
例
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
｡

最
後
に

『荘
子
』
及
び

『萄
子
』
の
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
｡

Ⅶ
'
昔
者
舜
問
於
亮
､
日
'
｢対
丑
之
用
心
何
如
｡｣
尭
日
､
｢吾
不
敷
無
告
､
不
磨
窮
民
､
苦

死
者
､
嘉
碍
子
而
哀
婦
人
､
此
吾
所
以
用
心
巳
｡｣
舜
日
､
｢美
則
美
夫
､
而
未
大
也
｡｣
裏

目
､
｢然
則
何
如
｡｣
舜
日
､
｢天
徳
而
出
寧
､
日
月
照
而
四
時
行
､
若
童
夜
之
有
経
､
雲
行

而
雨
施
夫
｡｣
尭
日
､
｢腰
腰
擾
擾
平
.
子
､
天
之
合
也
｡
我
､
人
之
合
也
｡｣
夫
天
地
者
､

古
之
所
大
也
､
而
黄
帝

･
尭

･
舜
之
所
共
美
也
｡
故
古
之
王
天
下
者
､
実
篤
哉
'
天
地
而
己

夫
｡
(『荘
子
』
天
道
第
十
三
)

む
か
し
舜
の
亮
に
問
ひ
て
､
日
は
く

｢天
王
の
心
を
用
ふ
る
こ
と
何
如
｣
と
｡
尭
日
は
く

｢吾
無
告
に
散
ら
ず
､
窮
民
を
廟
せ
ず
､
死
者
を
苦
と
し
､
儒
子
を
嘉
み
し
て
婦
人
を
哀
れ

む
､
此
れ
吾
の
心
を
用
ふ
る
所
以
の
み
｣
と
｡
舜
日
は
-

｢美
と
す
れ
ば
則
ち
美
な
る
も
､

し
か
れ
ど
も
未
だ
大
な
ら
ざ
る
な
り
｣
と
｡
尭
日
は
-

｢然
れ
ば
則
ち
何
如
｣
と
｡
舜
日
は

めぐ

-

｢天
徳
あ
り
て
寧
を
出
だ
し
､
日
月
照
ら
し
て
四
時
行

る
は
､
喜
夜
の
経
有
り
､
雲
行
き

て
雨
施
す
が
若
し
｣
と
｡
尭
日
は
-

｢腰
豚
擾
擾
た
る
か
な
｡
子
は
､
天
の
合
な
り
.
.我
は
､

人
の
合
な
り
｣
と
｡
夫
れ
天
地
な
る
者
は
､
古
の
大
と
す
る
所
な
り
､
し
か
も
黄
帝

･
尭

･

舜
の
共
に
美
と
す
る
所
な
り
｡
故
に
苗
の
天
下
に
王
た
る
者
は
､
な
に
を
か
薦
さ
ん
や
､
天

地
の
み
｡

｢天
王
｣
の
法
る
べ
き
も
の
が
人
道
に
合
す
る
の
み
な
ら
ず
天
道
に
も
合
す
べ
き
こ
と
が
説
か
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吉永 :春秋経及び春秋左氏侍における'｢天王｣について

れ
る
が
'
そ
の
天
道
と
は

｢天
地

〔の
あ
り
か
た
〕｣
で
あ
る
と
す
る
｡

こ
の
天
地
型
世
界
観
と

｢天
王
｣
が
対
応
し
て
理
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
は

｢天

命

(天
の
命
令
)｣
を
受
け
た
王

(周
王
)
を

｢天
子

(天
の
元
子
)｣
と
す
る
､
天
の
理
念
に
基

づ
-

｢天
子
｣
の
概
念
と
は
異
質
な
も
の
と
言
え
よ
う
｡

Ⅷ
､
序
官
｡
-
｡
本
政
教
､
正
法
則
､
兼
聴
而
時
稽
之
'
度
其
功
努
､
論
其
慶
賞
､
以
時
順
惰
､

使
百
吏
轟
免
､
而
衆
庶
不
倫
'
家
宰
之
事
也
｡
論
構
築
､
正
身
行
'
贋
教
化
､
美
風
俗
､
兼

覆
而
調

一
之
､
騨
公
之
事
也
｡
全
道
徳
､
致
隆
高
､
碁
文
理
､

一
天
下
､
振
竜
末
､
使
天
下

莫
不
順
比
従
服
､
天
王
之
事
也
｡
故
政
事
乱
､
則
家
宰
之
罪
也
｡
国
家
失
俗
､
則
騨
公
之
過

也
｡
天
下
不

一
'
諸
侯
俗
反
､
則
天
王
非
其
人
也
｡
(
『萄
子
』
王
制
第
九
)

の

か
ん
が

官
を
序
ぶ
｡

-
｡
政
教
に
本
づ
き
'
法
則
を
正
し
､
兼
ね
て
聴
き
て
時
に
稽

へ
､
其
の

はか

つと

功
労
を
度
り
'
其
の
慶
賞
を
論
じ
､
時
を
以
て
順
ひ
傭
め
､
百
吏
を
し
て
蓋
-
免
め
'
衆
庶

ぬす

を
し
て
倫

ま
ざ
ら
し
む
る
は
､
家
事
の
事
な
り
｡
樽
楽
を
論
じ
'
身
行
を
正
し
'
教
化
を
廉

め
､
風
俗
を
美
に
し
'
兼
ね
て
覆
ひ
て
調
へ
て
之
を

一
に
す
る
は
'
辞
公
の
事
な
り
｡
道
徳

も
と

を
全
-
し
て
､
隆
高
を
致
し
､
文
理
に
碁
づ
き
て
､
天
下
を

一
に
し
､
重
末
を
も
振
ひ
､
天

.1･..rl
･

下
を
し
て
順
ひ
比
び
て
従
ひ
服
せ
ざ
る
な
か
ら
し
む
る
は
､
天
王
の
事
な
り
｡
故
に
政
事
乳

る
る
は
､
則
ち
家
事
の
罪
な
り
｡
国
家
俗
を
失
ふ
は
'
則
ち
鮮
公
の
過
ち
な
り
｡
天
下

1
な

ら
ず
､
諸
侯
俗
反
す
る
は
､
則
ち
天
王
其
の
人
に
非
ざ
る
な
り
｡

家
辛
は
政
教
と
法
則
に
よ
っ
て
官
吏
を
率
い
民
を
治
め
､
鮮
公
は
穫
楽
と
教
化
に
よ
っ
て
国
家

の
風
俗
を
美
に
し
て
民
を
調
え
る
の
に
対
し
て
､
道
徳
と
文
理
に
よ
っ
て
天
下
を

一
に
し
て
諸
侯

を
従
服
せ
し
む
る
の
が

｢天
王
｣
で
あ
る
と
す
る
｡

あ
や
ま

こ
の

｢道
徳
｣
と
は
､
｢王
者
の
制
､
道
は
三
代
を
過

た
ず
｣
(王
制
第
九
)
の

｢道
｣
で
あ

り
､
｢王
者
の
論
､
徳
と
し
て
黄
ば
ざ
る
無
し
｣
(同
上
)
の

｢徳
｣
の
謂
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
こ
の

｢天
王
｣
も

｢天
1

命
-
天
子
｣
と
い
う
伝
統
的
な
天
命
の
理
念
に
基
づ

-

｢天
子
｣
の
概
念
と
は
異
な
り
､
｢道
徳
｣
と

｢文
理
｣
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
て

い
か
.
こ
れ
は
先
の
Ⅶ
の

｢天
王
｣
が
天
地
型
の
世
界
観
に
よ
っ
て
立
つ
天
下
の
治
者
を
示
し
て

い
る
の
と
同
様
に
､
天
命
型
の

｢天
子
｣
と
は
異
な
る
概
念
規
定
に
立

つ
も
の
と
言
え
よ
う
｡

以
上
の
先
秦
文
献
及
び
出
土
資
料
の

｢天
王
｣
の
用
例
の
検
討
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
-
る

｢天
王
｣
の
概
念
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
｡

1
､
『
国
語
』
で
は

｢中
国
｣
の
諸
侯
で
は
な
く

｢夷
狭
｣
の
王
で
あ
る
呉

･
越
の
記
事
に
お

い
て
､
呉
王
聞
慮
及
び
夫
差
を
指
し
て

｢天
王
｣
と
称
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
(Ⅰ
､
Ⅱ
)

-
'
戦
国
後
期
の

｢中
国
｣
の
記
録
と
見
ら
れ
る

『逸
周
書
』
で
は
'
周
王
朝
の
体
制
の
な
か

で
用
い
ら
れ
る
概
念
と
し
て
'
｢上
帝
｣
の
命
令
を
受
け
た
と
さ
れ
る

｢武
王
｣
の
こ
と
を

｢天
王
｣
と
称
し
､
ま
た
､
｢善
四
荒
に
達
す
｣
る
天
王
は
､
｢善
四
海
に
至
る
｣
天
子
よ
り

も
上
位
の
概
念
と
し
て
規
定
さ
れ
る
｡
つ
ま
り

｢中
国
｣
の
周
囲
の

｢夷
秋
｣
に
も
そ
の
徳

を
及
ぼ
す

｢天
下
｣
の
治
者
と
し
て

｢天
王
｣
は
理
念
さ
れ
る
｡
(Ⅲ
'
Ⅳ
)

-
､
ま
た
戦
国
期
の
魂
の
記
録
で
あ
る

『汲
家
紀
年
』
(竹
書
紀
年
)
で
は
､
東
周
の
始
め
の

平
王
を

｢本
の
太
子
｣
で
あ
る
と
い
う
理
由
で

｢天
王
｣
と
称
し
て
い
る
0
(Ⅴ
)

4
､
や
は
り
戦
国
期
の
文
献
と
見
ら
れ
る

『周
穫
』
で
は
､
周
の
天
子
を

｢天
王
｣
と
称
し
て
､

五
等
爵
の
秩
序
と
と
も
に
こ
れ
を
位
置
付
け
て
い
る
｡
こ
の
点
は
､
春
秋
経
や
左
博
の
記
述

と
共
通
す
る

(Ⅵ
)｡

-
､
｢天
王
｣
の
理
念
的
背
景
と
し
て
は
､
『荘
子
』
は

｢天
地
｣
型
世
界
観
に
よ
っ
て
､
『萄

子
』
は
三
代
に
普
遍
す
る

｢道
徳
｣
の
立
場
に
よ
っ
て
立
つ
こ
と
を
提
示
し
て
お
り
'
こ
れ

ら
は
周
王
朝
の
伝
統
的
な

｢天
命

(天
の
命
令
)｣
型
理
念
と
は
異
質
で
あ
る

(Ⅶ
､
Ⅷ
)0

こ
れ
を
要
す
る
に
､
｢天
王
｣
の
概
念
は
周
王
朝
の
伝
統
的
な

(天
-

令
-
天
子
)
の
ヒ
エ
ラ

ル
ヒ
-
に
よ
る
受
命
の

｢天
子
｣
と
い
う
概
念
に
変
わ
る
も
の
､
し
か
も
そ
の
上
位
概
念
と
し
て

登
場
し
て
来
た
と
見
ら
れ
る
｡

問
題
は
､
こ
の
よ
う
な

｢天
王
｣
の
概
念
は
､-
果
た
し
て
周
王
朝
の
体
制
の
中

(中
国
)
か
ら

出
て
来
た
の
か
､
あ
る
い
は
そ
の
外
か
ら
即
ち
夷
秋
の
側
か
ら
出
て
来
た
の
か
t
と
い
う
点
で
あ

る
｡
｢中
国
｣
か
ら
出
て
来
た
の
だ
と
す
る
と
､
周
王
朝
自
ら
が
そ
の

｢天
子
｣
の
概
念
の
聖
性

を
相
対
化
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
発
信
者
は
周
王
の
側
か
ら
で
あ
る
と
は
考
え
ら

れ
ず
､
周
王
を
凌
が
ん
と
す
る

｢中
国
｣
の
諸
侯
の
中
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
春
秋
経
や

左
侍
で
は
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
､
褒
腔
の
対
象
と
し
て

｢天
王
｣
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
､

こ
の
よ
う
な
想
定
を
首
肯
せ
し
め
る
｡
し
か
し
て
､
こ
の
春
秋
経
や
左
侍
を
除
け
ば
､
『国
語
』

の
周
及
び
そ
の
諸
侯
国
で
あ
を
魯

･
背

･
鄭

･
哲
と
い
っ
た
中
国
の
記
事
に
は
全
く

｢天
王
｣
の

語
が
見
ら
れ
な
い
事
､
さ
ら
に
詩
や
書
に
も
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
事
な
ど
は
､
こ
の
語
が
春

秋
期
に

｢中
国
｣
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
の
想
定
に
疑
義
を
も
た
ら
す
｡

一
方
､
こ
の
用

語
は
竹
書
紀
年
や
逸
周
書
に
見
る
よ
う
に
戦
国
後
期
の
諸
侯

(魂
な
ど
)
に
お
い
て
周
王
を
指
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
｡

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
､
呉

･
越
と
い
う

｢夷
秋
｣
の
地
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
国
語
の
記
事
で
あ
る
｡
果
た
し
て

｢天
王
｣
は
戟
国
期
の

｢中
国
｣
の
諸
侯
が
用
い
る
前

に
､
呉

･
越
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
用
語
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
｡
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(四
)
五
覇
に
お
け
る

｢中
国
｣
と

｢夷
秋
｣

こ
の
問
題
を
さ
ら
に
考
察
す
る
た
め
の
補
助
線
と
な
る
議
論
と
し
て
､
こ
こ
で
春
秋
期
に
お
け

る
五
覇
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
｡

五
覇
の
議
論
に
つ
い
て
の
伝
世
の
文
献
の
記
載
は
次
の
よ
う
に
な
る
｡

I
A
､
孟
子
日
､
｢
五
覇
者
､
三
王
之
罪
人
也
｡
今
之
諸
侯
､
五
覇
之
罪
人
也
｡
今
之
大
夫
､

今
之
諸
侯
之
罪
人
也
｡
｣
(『孟
子
』
告
子
下
篇
)

く
含
む
-
C
や
4
の
説
が
採
用
さ
れ
る
に
至
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
得
よ
う
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
春
秋
時
代
の
覇
者
を
最
も
歴
史
実
態
的
に
.数
え
挙
げ
た
の
が
'
-
の

『萄
子
』

の
説
と
言
え
よ
う
｡
｢信
立
ち
て
覇
た
り
｣
と
い
う
原
則
に
よ
っ
て
'
｢末
に
僻
随
の
園
に
在
り
と

難
も
､
威
は
天
下
を
動
か
す
｣
と
い
う
観
点
か
ら
五
人
を
数
え
挙
げ
る

『萄
子
』
の
記
事
に
は
華

夷
秩
序
型
の
世
界
観
は
殆
ど
看
取
し
得
な
い
｡

『萄
子
』
の
記
事
が
歴
史
的
実
態
を
最
も
よ
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､
次
の
五
覇
と

さ
れ
る
人
物
の
在
位
年
代

一
覧
表
か
ら
も
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
⑩
｡

B
､
(趨
咲
註
)､
五
覇
者
､
大
国
素
直
道
､
以
率
諸
侯
'
奔
桓

･
曽
文

･
秦
穆

･
宋
嚢

･
楚

矧
､
是
也
｡
三
王
､
夏
寓

･
般
湯

･
周
文
王
､
是
也
｡

-
､
難
末
在
僻
随
之
囲
､
威
動
天
下
､
五
伯
是
也
｡
-
｡
故
賓
桓

･
曽
文

･
楚
荘

･
呉
開
聞
､

越
句
康
､
是
皆
僻
随
之
園
也
｡
威
動
天
下
'
彊
殆
中
国
､
無
官
故
蔦
'
略
信
也
､
是
所
謂

信
立
而
覇
也
｡
(『萄
子
』
王
覇
篇
第
十

一
)

-
A
､
五
覇
者
何
謂
也
'
昆
吾
氏

･
大
彰
氏

･
家
葦
氏

･
酉
桓
公

･
膏
文
公
也
｡
昔
三
王
之
道

衰
而
五
覇
存
其
政
'
率
諸
侯
朝
天
子
､
正
天
下
之
化
､
興
復
中
国
'
撰
除
夷
秋
､
故
謂
之

覇
也
｡
昔
昆
吾
氏
､
覇
於
夏
者
也
｡
大
彰
氏

･
家
葺
氏
､
覇
於
般
者
也
｡
暫
桓

･
膏
文
覇

於
周
者
｡

B
t
或
日
､
五
覇
謂
琴

矧
対
期
日
勢
矧
勾
｣
矧
矧
笥
T
｣血
苛
山矧
矧
也
.
覇
者
伯
也
｡

行
方
伯
之
職
'
舎
諸
侯
'
朝
天
子
､
不
失
人
臣
之
義
｡
云
々
｡

斉
の
桓
公

晋
の
文
公

末
の
嚢
公

秦
の
穆
公

楚
の
荘
王

呉
王
開
聞

越
王
勾
践

前
-
8
-
年

～
前
-
4
-
年
在
位

前
6
3
-
年

～
前
-
2
8
年
在
位

前
-
-
1
年

～
前
-
-
-
年
在
位

前
-
-
-
年

～
前
-
-
.1
年
在
位

前
-
1
-
年

～
前
-
-
1
年
在
位

前
5
1
5
年

～
前
4
9
-
年
在
位

前
4
-
6
年

～
前
4
-
-
年
在
位

C､
或
日
､
五
覇
'
謂
暫
桓
公
､
膏
文
公

･
秦
穆
公

･
宋
嚢
公

･
楚
荘
王
也
｡｣
(い
ず
れ
も

班
固

『白
虎
通
徳
論
』
巻

1
･
戟
)

4
､
春
秋
説
'
哲
桓

･
晋
文

･
秦
穆

･
宋
裏

･
楚
荘
､
是
五
伯
也
｡
(魔
勧

『風
俗
通
義
』
皇

覇
第

一
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
｢
五
覇
｣
の
呼
称
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
現
存
す
る
伝
世
の
文
献
で
は
-
′

A
の

『
孟
子
』
に
ま
で
潮
り
得
る
｡
し
か
し
て
孟
子
は
五
覇
の
内
容
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
記

さ
ず
'
そ
の
注
釈
者
で
あ
る
I
B
の
後
漢
の
趨
岐
の
記
す
所
は
､
-
の
後
漢
初
期
の
班
固
の

『白

虎
通
徳
論
』
の
記
す
三
説
の
う
ち
の
C
や
､
4
の
後
漢
末
期
の
鷹
勧

『風
俗
通
義
』
の
説
と

一
致

す
る
｡
こ
の
三
者

(I
A
､･
-
C
､
4
)
の
説
は
､
基
本
的
に
は
後
漢
人
の
共
有
し
た
認
識
と
し

て
ま
ず
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

特
に
右
の
3
と
4
の
例
は
'
｢諸
侯
を
率
い
て
天
子
に
朝
し
､
天
下
の
化
を
正
し
て
､
中
国
を

復
興
し
､
夷
秋
を
撰
除
す
｣
と
い
う
春
秋
学
的
思
考
を
踏
ま
え
る
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
春
秋
学
的

な
華
夷
観
か
ら
す
れ
ば
'
周
の
覇
者
と
し
て
五
人
を
数
え
挙
げ
る
際
に
､
中
国
の
諸
侯
を
最
も
多

宋
嚢
は
暫
桓
の
在
位
に
一
部
年
代
が
重
複
し
､
秦
穆
の
在
位
年
代
に
は
全
-
包
摂
さ
れ
る
｡
そ

し
て
秦
穆
は
賓
桓
と
晋
文
と
の
在
位
に
l
部
年
代
が
重
複
す
る
｡

1
万
､
奔
桓
､
育
文
､
楚
荘
'

開
聞
､
勾
践
は
そ
の
在
位
は
呉
王
と
越
ま
の
一
年
の
並
立
の
外
は
全
-
重
複
し
な
い
｡
｢諸
侯
の

長
と
残
る
を
伯
と
日
ふ
｣
(
『萄
子
』
揚
掠
注
)
と
す
る
よ
う
に
､
同
時
に
二
人
の
伯

(覇
者
)

が
存
在
す
る
こ
と
は
覇
者
た
る
の
要
件
を
満
た
さ
ぬ
こ
と
か
ら
す
れ
ば
､
暫
桓

･
育
文
に
つ
い
で

秦
穆

･
宋
嚢
を
並
挙
す
る
こ
と
は
､
歴
史
的
実
態
と
し
て
は
極
め
て
不
合
理
な
も
の
と
な
る
｡
2

以
外
の
こ
れ
ら
の
説
が
経
学
的

(春
秋
学
的
)
思
考
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
､
歴
史
的
実

態
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡

し
た
が
っ
て
､
五
覇
を
歴
史
的
実
態
に
即
し
て
数
え
挙
げ
れ
ば
､
『萄
子
』
の
説
の
妥
当
性
は

容
易
に
首
肯
さ
れ
よ
う
⑪
｡

そ
こ
で

『萄
子
』
の
五
覇
の
説
に
よ
っ
て
こ
の
春
秋
と
い
う
時
代
を
考
察
し
て
み
る
と
､
五
覇

の
二
人

(暫
桓

･
膏
文
)
は

｢中
国
｣
の
諸
侯
で
あ
る
が
'
三
人

(楚
荘

･
開
聞

･
勾
践
)
は

｢夷
秋
｣
の
王
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
示
す
よ
う
に
､
前
半
は

｢中
国
｣
優
位
､
後
半
は

｢夷
秋
｣

優
位
と
い
う
推
移
が
こ
の
時
代
の
特
質
と
し
て
把
握
し
得
よ
う
｡

既
に
萄
子
の
観
点
は
､
こ
れ
ら

｢中
国
｣
と

｢夷
秋
｣
を
包
摂
す
る

｢天
下
｣
と
い
う
世
界
観

に
立
っ
て
い
る
こ
と
､
し
た
が
っ
て
彼
の

｢信
立
ち
て
覇
｣
と
い
う
原
則
は
天
下
に
普
遍
す
る
も

の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
｡
し
か
し
て
､
｢天
下
｣
の
用

8

Akita University



吉永 :春秋経及び春秋左氏侍における ｢天王｣について

語
が
戦
国
期
に
使
用
さ
れ
始
め
る
概
念
で
あ
る
と
の
指
摘
が
つ
と
に
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
⑫
､

萄
子
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
あ
-
ま
で
も
戦
国
期
に
普
遍
化
し
､
支
配
的
と
な
る
理
解
で
あ
る
｡

春
秋
の
当
代
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
認
識
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
､
勿
論
考
え
ら
れ
な
い
｡

む
し
ろ
､
萄
子
の
指
摘
す
る
よ
う
な
五
覇
の
時
代
が
春
秋
と
い
う
時
代
の
特
質
で
あ
る
と
す
る

と
､
そ
こ
に
お
い
て
は
､
こ
の
中
国
と
夷
秋
の
間
の
､
軍
事
的
に
は
も
と
よ
り
さ
ら
に
政
治
的
及

び
文
化
的
次
元
で
の
覇
権
を
め
ぐ
る
確
執
は
俄
烈
を
極
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
｡

こ
の
よ
う
な
時
代
の
認
識
を
比
較
的
率
直
に
伝
え
る
の
は
､
孟
子
の
次
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
ろ

う
0

昔
者
南
抑
洪
水
'
而
天
下
平
｡
周
公
兼
夷
秋
駆
猛
獣
､
而
百
姓
寧
｡
孔
子
成
春
秋
､
而
乱
臣

賊
子
健
｡
(『
孟
子
』
勝
文
公
下
篇
)

孟
子
は
戦
国
中
期
の
人
物
で
あ
る
か
ら
､
｢天
下
｣
的
世
界
の
認
識
の
う
え
に
歴
史
を
回
顧
す

る
の
で
あ
る
が
'
周
王
朝
創
業
の
宰
相
で
あ
る
周
公
の
功
績
を

｢夷
秋
を
兼
ね
猛
獣
を
駆

っ
て
'

百
姓
寧
ん
ず
｣
と
し
て
い
る
｡
｢中
国

(周
王
朝
体
制
)
｣
が

｢夷
秋
｣
を
兼
併
し
て
支
配
す
る
こ

と
を
そ
の
功
績
と
す
る
の
で
あ
る
｡

.
し
か
し
て
こ
れ
が
東
周
の
春
秋
期
の
場
合
に
は
､
特
に
そ
の
後
半
に
は
､
先
の
よ
う
に

｢夷
狭
｣

が

｢中
国
｣
を

｢兼
ね
る
｣
事
態
が
生
ず
る
の
で
あ
る
｡

ほ
か
な
ら
ぬ
春
秋
末
期
に
生
き
た
孔
子
の
言
辞
と
さ
れ
る
言
葉
か
ら
は
'
こ
の
時
代
の
時
人
の

認
識
が
窺
え
よ
う
｡

子
日
､
夷
秋
之
有
君
､
不
如
諸
夏
之
亡
也
｡
(八
伶
第
三
)

契
遅
間
仁
｡
子
日
､
居
虞
恭
､
執
事
敬
､
興
人
忠
｡
難
之
夷
秋
､
不
可
棄
也
0
(子
路
第
十

三
)

伝

｢夷
秋
の
君
有
る
は
､
諸
夏

(中
国
)
の

〔君
〕
亡
き
に
し
か
ず
｣
と
す
る
の
は
､
｢中
国
｣

の
政
治
秩
序

(お
よ
び
政
治
文
化
)
の

｢夷
秋
｣
に
対
す
る
絶
対
的
優
位
の
表
明
と
言
え
よ
う
｡

う
やう
や

つつ
し

まご
ころ

ま
た
居
処
の
恭

し
さ
と
執
事
の
敬

み
と
人
へ
の
忠

と
い
う

｢仁
｣
の
在
り
方
は
､
｢中
国
｣

と
全
-
礼
と
俗
を
異
に
す
る

｢夷
秋
｣
に
お
い
て
も
通
用
す
る
､
と
の
孔
子
の
言
葉
は
､
仁
の
道

徳
の
普
遍
性
に
つ
い
て
の
表
明
で
あ
る
.
同
時
に
こ
れ
は
中
国
と
夷
秋
と
の
文
化
的
断
絶
を
自
明

の
肝
堤
と
す
る
認
識
を
逆
説
的
に
示
し
て
い
よ
う
｡

孔
子
の
生
き
た
時
代

(前
5
5
1
年

～
前
4
-
-
年
)
は
､
ま
さ
し
く
夷
秋
の
覇
権
の
時
代
で

あ
り
､
特
に
呉

(簡
閲

･
夫
差
)
の
覇
権
の
時
代
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
､
夷
秋
の
存
在

を
認
識
し
､
そ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
時
代
の
雰
囲
気
を
窺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
｡

後
世
の
孟
子
が
表
明
し
た
よ
う
に

｢中
国
｣
が

｢夷
秋
｣
を
兼
ね
る
こ
と
は
有
る
べ
き
理
想
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
､
春
秋
末
の
現
実
は

｢夷
秋
｣
が

｢中
国
｣
を
兼
ね
る
と
い
う
力
関
係
に
有
っ

た
｡
こ
こ
に
お
い
て
は
､
諸
夏
た
る
中
国
の
国
々
は
確
固
と
し
た
名
君
を
輩
出
し
得
ず
､
｢夷
秋
｣

の
強
力
な
君
主
に
服
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に
在

っ
た
｡
し
か
し
'
そ
の
よ
う
な
状
況
に

在

っ
て
も
､
｢中
国
｣
の
政
治
秩
序
や
政
治
文
化
は
絶
対
的
に

｢夷
狭
｣
に
優
る
も
の
で
あ
る
､

と
の
自
負
と
し
て
孔
子
の
言
葉
は
理
解
し
得
よ
う
｡

さ
て
こ
の
よ
う
な
､
状
況
が
春
秋
末
期
で
あ
っ
た
と
す
る
と
､
先
の

『国
語
』
の

｢天
王
｣
の

記
事
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
｡

当
代
の
覇
者
で
あ
る
呉
王
お
よ
び
そ
の
周
辺
が
､
｢夷
秋
｣
は
も
と
よ
り

｢中
国
｣
を
も
兼
ね

て

｢天
下
｣
に
向
か
っ
て
そ
の
権
威
を
表
明
す
る
と
き
､
周
王
を
意
味
す
る
従
来
の

｢天
子
｣
な

る
呼
称
に
対
抗
し
て
､
｢天
王
｣
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
､
と
｡

こ
の
理
解
を
今
少
し
敷
延
す
れ
ば
､
周
王
に
よ
る
封
建
に
よ
っ
て
国
を
建
て
た

｢中
国
｣
.
の
諸

侯
と
異
な
り
､
楚

･
呉

･
越
の

｢夷
秋
｣
の
君
主
は
周
王
に
臣
従
す
る
義
務
を
有
せ
ず
､
し
た
が
っ

て

｢王
｣
を
自
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
､
彼
ら
が

｢夷
秋
｣
の
み
な
ら
ず
さ
ら
に

｢中
国
｣
を

も
兼
ね
て

｢天
下
｣
に
覇
者
と
し
て
臨
む
と
き
に
は
'
周
王
た
る

｢天
子
｣
の
称
号
に
対
抗
し
得

る

｢名
｣
を
持
つ
こ
と
が
有
る
べ
き
理
想
と
し
て
追
求
さ
れ
よ
う
｡
.
こ
こ
に

｢天
王
｣
な
る
呼
称

が
彼
ら
の
中
か
ら
登
場
す
る
合
理
的
理
由
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

9

(五
)
天
型
世
界
観
と
天
地
型
世
界
観

で
は

｢天
王
｣
に
は

｢天
子
｣
に
対
抗
し
得
る
理
念
的
背
景
が
果
た
し
て
存
す
る
の
で
あ
ろ
う

か

｡ま
ず

｢天
子
｣
の
呼
称
の
理
念
的
釆
源
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
は
､
次
の
尚
書
の
記
事
で
あ

る
｡

鳴
呼
皇
天
上
帝
'
改
厭
元
子
玄
大
国
殿
之
命
｡
惟
王
受
命
､
無
彊
惟
休
､
亦
無
彊
惟
他
､
鳴

呼
易
其
奈
何
弗
敬
｡
(召
詰
)

こ

こ

あ
あ
皇
天
上
定
､
そ
の
元
子
に
立
の
大
国
殻
の
命
を
改
む
｡
惟
れ
王
命
を
受
け
､
馨
り
無
-

こ

よ
ろ

うれ

つつし

惟
れ
休
し
く
､
彊
り
無
く
惟
れ
他

ふ
､
あ
あ
い
か
ん
ぞ
其
れ
敬

ま
ざ
ら
ん
や
｡

皇
天
上
帝
は
そ
の
元
子

(太
子
あ
る
い
は
長
子
)
と
し
て
周
の
文
王
に
駿
の
命
を
改
め
た
｡
こ

れ
を
継
承
し
て
い
ま
や
孫
の
成
王
は
そ
の
命
を
受
け
た
こ
と
を
言
う
⑬
｡

ま
た
同
じ
-
召
語
の

鳴
呼
､
有
王
難
小
､
元
子
哉
｡
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あ
あ
､
有
王
小
な
り
と
雄
も
､
元
子
な
る
か
な
｡

も
､
や
は
り
文
王
の
受
命
を
武
王
を
経
て
継
承
す
る
幼
少
の
成
王
を

｢元
子

(長
子
)
｣
と
称
し

て
い
る
⑭
｡

い
ず
れ
も
受
命
の
周
の
文
王
お
よ
び
そ
の
子
孫
を

｢天
の
元
子
｣
と
す
る
も
の
で
､

こ
れ
が

｢天
子
｣
の
呼
称
の
来
源
を
な
し
て
い
る
｡

し
た
が
っ
て
､
｢天
子
｣
と
は
､
天
の
元
子
と
し
て
天
の
命
を
受
く
る
者
を
言
う
と
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
｡
召
語
で
は
そ
れ
は
周
の
み
な
ら
ず
さ
ら
に
､
夏

･
般

･
周
の
王
朝
の
開
祖
で
あ
る
南

･

湯

･
文
王

(お
よ
び
そ
の
子
孫
)
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
｡

な

一
方
､
同
じ
く
尚
書
の
洪
範
が
､
｢天
子
作
民
父
母
､
以
為
天
下
王

(天
子
を
民
の
父
母
と
作

し
､
以
て
天
下
の
王
と
残
す
)
｣
と
す
る
の
は
東
周
以
後
お
そ
ら
く
戟
国
期
の
思
考
を
反
映
す
る

も
の
と
見
ら
れ
る
｡

｢天
子
｣
の
語
の
背
後
に
有
る
の
は
､
絶
対
者
た
る

｢天
｣
の

｢命

(令
)
｣
を
受
け
た
者
と

い
う
天
命
思
想
の
理
念
で
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
⑬
｡

こ
の
よ
う
な
絶
対
者
た
る

｢天
｣
の

観
念
を
中
心
と
す
る
周
の
世
界
観
を

｢天
型
世
界
観
｣
と
呼
ん
で
お
き
た
い
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
｢天
王
｣
の
語
の
背
後
に
有
る
理
念
は
､
周
王
朝
の
命
の
思
想
を
正
当
化
す

る
絶
対
者
と
し
て
の

｢天
｣
を
相
対
化
す
る
'
｢天
地
｣
と
い
う
理
念
に
在
る
と
思
わ
れ
る
｡

そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
､
先
の

『
荘
子
』
の
文
で
あ
る
｡

｢天
王
の
心
を
用
ひ
る
こ
と
何
如
｡
｣
-
｡
夫
れ
天
地
な
る
者
は
'
古
の
大
と
す
る
所
な
り
､

し
か
も
黄
帝

･
尭

･
舜
の
共
に
美
と
す
る
所
な
り
｡
故
に
古
の
天
下
に
王
た
る
者
は
な
に
を

か
寅
さ
ん
や
､
天
地
の
み
｡

先
の

｢天
子
｣
が

｢天
の
命
令
｣
を
受
け
た
夏

･
般

･
周
の
王
と
し
て
理
念
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
'
｢古
の
天
下
に
王
た
る
者
｣
と
し
て
の

｢天
王
｣
は

｢天
地
｣
を
美
と
し
､
こ
れ
に
法
る

者
で
あ
っ
て
､
そ
の
範
型
的
先
例
は
黄
帝

･
尭

･
舜
に
求
め
ら
れ
る
｡
彼
ら
は
夏
駿
周
三
代
に
先

行
す
る
時
代
の
王
で
あ
っ
て
､
こ
の
点
で
も

｢天
子
｣
に
先
行
す
る
理
念
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
｡

し
た
が
っ
て

｢天
王
｣
は
､
｢天
子
｣
と
呼
称
さ
れ
る
周
王
に
先
行
す
る
時
代
の
､
｢天
地
｣
に

法
り
天
下
を
治
め
る

｢王
｣
と
し
て
理
念
さ
れ
て
用
い
ら
れ
始
め
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
よ
う
｡

こ
の
理
念
的
背
景
と
し
て
の

｢天
地
｣
と
い
う
世
界
観
は
､
楚
地
か
ら
の
出
土
資
料
を
も
含
む

老
子
テ
キ
ス
ト
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
｢道
｣
や

｢自
然
｣
と
し
て
さ
ら
に
理
念
化
さ

れ
て
ゆ
-
も
の
で
あ
り
､
南
方
系
の
伝
統
的
思
想
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
⑬
｡

萄
子
に

お
け
る

｢道
｣
の
概
念
は
､
道
家
と
異
な
り

｢人
為
｣
を
基
軸
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
'
｢天
｣

型
世
界
観
よ
り
は
こ
の

｢天
地
｣
型
世
界
観
に
よ
り
親
和
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
0

こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
-
る
な
ら
ば
､
｢天
王
｣
な
る
呼
称
は
､
｢中
国
｣
の
王

(周
王
)
は

｢天
｣
の

｢命
｣
を
受
け
る
と
す
る
伝
統
的
理
念
に
よ
る
呼
称
と
し
て
の

｢天
子
｣
に
対
抗
し
て
'

道
家
系
の
思
惟
に
も
繋
が
る

｢天
地
｣
型
の
理
念
を
背
景
に
し
て
､
｢天
子
｣
を
相
対
化
L
か
つ

こ
れ
を
凌
ぐ
呼
称
と
し
て
の
理
念
的
背
景
を
も
っ
て
登
場
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
｡

し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
呼
称
は

｢中
国
｣
の
内
部
か
ら
登
場
し
て
く
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
想
定
し
難
い
｡
む
し
ろ
最
も
適
合
的
な
地
域
は
､
｢中
国
｣
の
内
部
で
は
な
-
､
そ
の
辺
縁
も

し
-
は
外
部
に
､
即
ち

｢夷
秋
｣
の
地
に
求
め
ら
れ
よ
う
｡

し
た
が
っ
て
､
『
国
語
』
の
呉
語

･
越
語
に
お
け
る

｢天
王
｣
の
用
例
は
､
南
方
の
呉
越
か
ら

の

｢夷
秋
｣
と

｢中
国
｣
を
兼
ね
る

｢天
下
｣
の
覇
者
の
登
場
を
契
機
と
し
て
'
こ
の
呼
称
が

｢夷
秋
｣
の
地
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

以
上
の
考
察
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
､
｢天
王
｣
な
る
語
は
､
春
秋
末
期
に

｢夷
秋
｣
に
お
い

て

｢中
国
｣
を
兼
ね
て

｢天
下
｣
の
覇
者
た
ら
ん
と
す
る
呉
王
や
越
王
に
よ
っ
て
､
在
地
の
天
地

型
世
界
観
の
理
念
と
関
連
し
っ
つ
使
用
さ
れ
始
め
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
0

(六
)
結
び
と
し
て

先
の
考
察
に
よ
れ
ば
､
｢天
王
｣
な
る
呼
称
は
､
春
秋
末
期
に

｢中
国
｣
の
天
子

(周
王
)
に

対
抗
L
か
つ
こ
れ
を
凌
が
ん
と
す
る
概
念
を
有
す
る
用
語
と
し
て
､
｢夷
秋
｣
の
地
よ
り

｢中
国
｣

を
兼
ね
て

｢天
下
｣
を
動
か
さ
ん
と
す
る
呉

･
越
の
王
が
用
い
始
め
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
た
｡

ま
た
'
こ
れ
よ
り
約
2
-
-
年
後
の
戦
国
期
の
魂
の
裏
王
の
墓
よ
り
膏
の
時
代
に
出
土
し
た
資
料

(『竹
書
紀
年
』
)
に
は
'
こ
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
､
ま
た
戦
国
末
期
の
成
立
か
も
し
-
は

魂
王
墓
の
出
土
資
料
か
と
疑
わ
れ
る
文
献

(『逸
周
書
』
)
に
も
こ
の
用
語
が
そ
の
定
義
と
と
も
に

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

特
に
竹
書
紀
年
や
逸
周
書
で
は
天
命
思
想
の
体
系
中
に

｢天
王
｣
概
念
が
位
置
付
け
ら
れ
る
に

至
っ
て
お
り
'
｢周
王
｣
を
指
し
て

(例
え
ば
周
の
武
王
や
平
王
を
指
す
用
語
と
し
て
)
｢天
王
｣

と
称
し
て
い
る
｡
即
ち
'
｢天
王
｣
は
既
に
完
全
に
.
｢中
国
｣
の
概
念
と
な
る
に
至
っ
て
い
る
の

で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
資
料
に
最
も
密
接
に
関
連
す
る
の
は
魂
の
国
で
あ
る
｡
｢中
国
｣
の
諸
侯
国
､
と
り

わ
け
家
臣
の
身
で
公
位
を
纂
奪
し
た
田
氏
の
哲
や
､
卿
の
立
場
で
膏
を
三
分
し
て
諸
侯
と
な
っ
た

く
ぴき

韓

･
魂

･
趣
の
国
々
は
'
周
の
伝
統
主
義
の
蛎

か
ら
は
相
対
的
に
は
自
由
な
実
力
本
位
の
君
主

た
ち
で
あ
る
.
そ
し
て
戦
国
の
主
要
な
諸
侯
国

(所
謂
韓

･
魂

･
趨

･
暫

･
燕

･
秦

･
楚
の
七
雄
)
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吉永 :春秋経及び春秋左氏博における ｢天王｣について

の
中
で
'
戦
国
前
期
に
強
国
と
し
て
天
下
を
窺

っ
た
の
が

｢夏
王
｣
を
称
し
た
魂
で
あ
っ
た
｡

魂
侯
は
前
三
五

一
年
に
は

｢夏
王
｣
を
称
し
､
次
い
で
前
三
三
四
年
に
は
酉
に
遅
れ
る
こ
と
四

年
後
で
あ
る
が

｢王
｣
(恵
王
)
を
称
す
る
に
至
る
｡
そ
の
後
継
の
親
王

(嚢
王
)
の
墓
よ
り
出

土
し
た
資
料
に

｢天
王
｣
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
､
彼
ら
が
あ
る
時
期
か
ら
､
｢中
国
｣

化
し
た

｢天
王
｣
の
呼
称
と
そ
の
理
念
を
活
用
し
始
め
た
こ
と
を
示
す
明
証
と
言
え
よ
う
｡

春
秋
左
氏
侍
や
春
秋
経
に
見
ら
れ
た

｢天
王
｣
の
用
例
は
､
こ
れ
ら
の
二
つ
の
用
例
の
､
即
ち

春
秋
末
期
の

｢夷
狭
｣
(呉

･
越
)
に
お
け
る

｢天
王
｣
と
戦
国
後
期
■の

｢中
国
｣
(魂
な
ど
)
に

お
け
る

｢天
王
｣
と
の
'
両
者
の
中
間
の
時
期
に
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
｡

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
春
秋
左
氏
侍
や
春
秋
経
で
は

｢天
王
｣
は

｢天
子
｣
よ
り
は
上
位
概
念
で
あ
る
と
は
言
え
ず
､
現
実
の
周
王
を
指
す

｢天
王
｣
は
し
ば
し
ば

｢天
子
｣
と
い
う
規
範
的
概
念
に
よ
っ
て
褒
腔
を
加
え
ら
れ
､
多
く
は
腔
意
を
以
て
記
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

こ
の
事
の
理
由
は
､
小
稿
の
上
乗
の
考
察
か
ら
す
る
な
ら
ば
､
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
よ
う
｡

｢天
王
｣
の
用
語
は
本
来
は

｢夷
狭
｣
の
王
が

｢中
国
｣
を
.J
兼
ね
る
実
力
を
示
す
呼
称
と
し

て

｢中
国
｣
の

｢天
子
｣
の
権
威
に
対
抗
す
る
意
識
を
以
て
用
い
始
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
し

た
が
っ
て

｢中
国
｣
に
お
い
て
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
周
王
室
の
側
か
ら
で
は
な
-
､
周
王
の
権

威
を
実
質
的
に
は
相
対
化
せ
ん
と
す
る
意
図
を
も
つ
新
興
の
実
力
諸
侯
の
側
に
立
つ
春
秋
テ
キ
ス

ト
の
編
作
者
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
｡
し
か
も
そ
の
一
方
で
､
三

膏
を
始
め
と
す
る
新
興
の
実
力
諸
侯
か
ら
見
る
と
､
新
た
な
天
下
的
世
界
に
お
い
て

｢天
王
｣
を

称
す
る
呉

･
越
の
王
は

｢天
子
｣
た
る
周
王
を
は
る
か
に
凌
ぐ
実
力
と
権
力
を
有
す
る
も
の
と
認

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
こ
で
､
彼
ら

｢中
国
｣
の
実
力
諸
侯
の
立
場
に

立
つ
春
秋
テ
キ
ス
ト
の
編
作
者
は
､
こ
れ
に
対
抗
し
て

｢中
国
｣
の
王
た
る
周
王
を

｢天
王
｣
と

称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
逆
に

｢天
下
の
王
｣
と
し
て
の

｢名
｣
を
復
興

(実
は
新
た
に

｢名
｣

と
し
て
獲
得
)
さ
せ
ん
と
し
た
も
の
と
感
定
さ
れ
る
｡

即
ち
､
実
質
的
に
は
中
小
の
諸
侯
並
み
か
そ
れ
以
下
の
実
力
で
あ
っ
た
周
王
を
､
｢天
王
｣
と

称
し
て
､
名
分
上
は

｢中
国
｣
の
み
な
ら
ず

｢夷
秋
｣
を
も
兼
ね
る

｢天
下
｣
の

｢王
｣
と
し
て
､

そ
の
権
威
を
改
め
て

｢
名
｣
に
お
い
て
確
認
し
､
｢文
｣
に
お
い
て
天
下
の
秩
序
を
回
復
す
る

(そ
の

1
万
､
｢実
｣
に
お
い
て
は
彼
ら

｢中
国
｣
の
実
力
諸
侯
の
覇
権
を
追
求
す
る
)
.
そ
の
よ

う
な
試
み
と
し
て
､
左
氏
侍
及
び
春
秋
経
が
編
作
さ
れ
た
⑰
､
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

孟
子
が

｢周
公

夷
秋
を
兼
ね
猛
獣
を
駆

っ
て
､
百
姓
寧
ん
ず
｡
孔
子

春
秋
を
成
し
て
､
乱

臣
賊
子
憤
る
｡
｣
と
称
す
る
の
は
､
孔
子
制
作
説
に
立

つ
も
の
で
は
あ
る
が
､
こ
の
よ
う
な
春
秋

テ
キ
ス
ト
の
編
作
の
含
意
を
相
応
に
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
｡

(本
稿
了
)

【註
】

①

『
日
知
録
』
集
樺

｢尚
書
之
文
､
但
栴
王
｡
春
秋
則
日
､
天
王
｡
以
昔
時
楚
呉
徐
越
皆
僧
栴
王
'
故
加
天
以

別
之
也
｡
越
子
日
､
『栴
天
王
以
表
無
二
尊
｡』
是
也
｡｣
(巻
四

｢天
王
｣)｡
な
お
集
樺
所
引
の

｢楊
氏

(楊
守
)｣

は

｢呉
楚
之
王
､
不
通
干
天
下
､
顧
氏
之
言
非
是
｣
と
L
t
｢不
因
諸
国
之
僧
､
王
者
自
宜
法
天
耳
｣
と
批
判

す
る
が
'
経
学
的
な
議
論
の
域
を
出
ず
､
実
証
性
に
お
い
て
は
顧
炎
武
に
1
日
の
長
あ
る
に
及
ば
な
い
｡

②
各
西
暦
年
代
に
つ
い
て
は
平
勢
隆
郎

『新
編
史
記
東
周
年
表
』
(
1
九
九
五
年
､
東
京
大
学
出
版
会
)
に
拠

る
｡

③

『
日
知
録
』
集
樺

｢春
秋
不
始
於
隠
公
､
-
､
蓋
必
起
自
伯
禽
之
封
'
以
泊
於
中
世
'
富
周
之
盛
､
朝
戟
合

同
征
伐
之
事
'
皆
在
蔦
､
故
日
周
樽
｡
而
成
之
者
､
古
之
良
史
也
｡
自
隠
公
以
下
､
世
道
衰
微
､
史
失
其
官
､

於
是
孔
子
催
而
修
之
｡
自
恵
公
以
上
之
文
'
無
所
改
蔦
､
所
謂
述
而
不
作
者
也
｡
自
隠
公
以
下
､
則
孔
子
以
己

意
修
之
､
所
謂
作
春
秋
也
｡｣
(巻
四

｢魯
之
春
秋
｣)
と
､
顧
氏
は

｢孔
子
｣
に
よ
る
春
秋
制
作
説
を
と
る
が

そ
の
実
態
を
編
作
と
見
る
｡

④
周
知
の
よ
う
に
春
秋
経
に
は
三
侍
に
所
収
の
各
経
文
が
あ
り
､
公
羊
侍
､
穀
梁
侍
に
所
収
の
経
が
哀
十
四
年

｢春
｡
西
狩
獲
麟
｡｣
で
終
わ
る
の
に
対
し
て
､
左
氏
侍
に
所
収
の
経
が
哀
十
六
年

｢夏
｡
四
月
己
丑
｡
孔
丘
卒
｡｣

で
終
わ
る
｡
左
氏
経
が
他
の
二
経
に
比
し

て､
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
原
型
に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
､

佐
川
修

『春
秋
学
論
考
』
(昭
和
五
十
八
年
､
東
方
書
店
)
所
収

｢春
秋
源
流
考
｣
や
､
拙
著

『戦
国
思
想
史

研
究
-
儒
家
と
墨
家
の
思
想
史
的
交
渉
-
』
(平
成
十
六
年
､
朋
友
書
店
)
第
二
部
第
二
章

｢左
侍
の
資
料
的

性
格
｣
等
を
参
照
｡

⑤

｢王
正
月
｣
｢王
二
月
｣
｢王
三
月
｣

等
の

｢王
｣
が
当
代
の
周
王
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
'
左
博

･
杜
預

注
が

｢隠
公
之
始
年
､
周
王
之
正
月
也
｡｣
と
注
し
'
そ
の
孔
疏
が

｢正
､
是
時
王
所
建
'
故
以
王
字
冠
之
､

言
今
王
之
正
月
也
｡｣
と
す
る
｡
ま
た
穀
梁
博

･
花
育
集
解
も
同
じ
-

｢隠
公
之
始
年
､
周
王
之
正
月
也
｡｣
と

し
､
そ
の
楊
疏
も

｢非
復
文
王
之
歴
'
用
今
王
之
歴
｣
と
す
る
｡
こ
れ
ら
の
解
を
妥
当
と
す
る
｡
J公
羊
侍
が

｢王
者
執
謂
､
謂
文
王
也
｡｣
と
す
る
の
は
公
羊
学
の
特
異
な
解
釈
で
あ
る
｡

⑥

｢鰐
礼
｣
が
諸
侯
が
互
い
に
そ
の
臣
下
を
遣
わ
す
礼
で
あ
る
こ
と
は
､
周
穫
秋
官

･
大
行
人
に

｢凡
諸
侯
之

邦
交
､
歳
相
問
也
､
般
相
聴
也
'
世
相
朝
也
｡｣
(凡
そ
諸
侯
の
邦
の
交
は
り
は
､
歳
に
相
問
ふ
な
り
､
段

(な

か
ご
ろ
)
に
相
聴
す
る
な
り
､
世
に
相
朝
す
る
な
り
)
と
し
､
ま
た
儀
穫

･
聴
頑
弟
八
の
貢
公
彦
疏
に

｢鄭
目

録
云
'
大
間
日
聴
､
諸
侯
相
於
久
無
事
､
使
卿
相
聞
之
繕
､
小
蒋
使
大
夫
｡｣
(鄭
tII]録
に
云
へ
ら
-
'
大
間
を

晴
と
日
ふ
'
諸
侯
相
久
し
く
事
無
き
に
お
い
て
'
卿
を
し
て
相
聞
は
し
む
る
の
繕
､
小
滑
は
大
夫
を
使
は
す
)
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と
あ
る
｡

⑦
漢
書
律
暦
志
下
の

｢外
俸
日
､
王
以
二
月
突
亥
､
夜
陳
｡｣
は
､
『国
語
』
周
語
下
の

｢王
以
二
月
突
亥
､
夜

陳
､
未
畢
而
雨
｡
｣
の
文
を
引
用
し
､
『
国
語
』
を

｢外
博
｣
と
称
し
て
い
る
0

⑧
左
氏
侍
の
編
作
時
期
の
考
証
及
び
そ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
と
検
討
に
つ
い
て
は
､
前
掲
拙
著

『戦

国
思
想
史
研
究
』
第
二
部
第
二
章

｢左
侍
の
資
料
的
性
格
｣
な
ど
を
参
照
｡

⑨

『
周
檀
』
を
周
公
旦
の
作
と
す
る
経
学
的
見
解
や
劉
歌
の
偽
作
に
帰
す
る
見
解
は
文
献
実
証
的
に
は
夙
に

『
四
庫
全
書
線
目
』
巻
十
九
に
お
い
て
批
判
さ
れ
て
お
り
､
鏡
穆

(｢周
官
著
作
時
代
考
｣
燕
京
学
方
第
十

一
期

所
収
'
民
国
二
十

1
年
)
や
宇
野
精

1
(宇
野
精

1
『中
国
古
典
撃
の
展
開
』
北
隆
館
､
昭
和
二
十
四
年
)
は

戦
国
期
の
書
と
す
る
｡
周
穫

(周
官
経
)
は
､
旧
を

一
部
存
し
っ
つ
も
､
六
官
や
九
州
等
の
記
述
か
ら
戦
国
期

の
重
層
的
編
作
と
見
ら
れ
る
｡

⑲
各
覇
者
の
在
位
年
代
は
平
勢
前
掲
年
表
に
拠
る
｡

⑪
五
覇
に
つ
い
て
の
萄
子
説
の
妥
当
な
る
こ
と
は
既
に
顧
炎
武
も

｢言
春
秋
之
五
伯
､
富
列
句
践
而
去
宋
嚢
｡

萄
子
以
桓
文
及
楚
荘

･
開
聞

･
句
践
薦
五
伯
､
斯
得
之
夫
｡
｣
(『
日
知
録
』
集
樺

･
巻
四
･
五
伯
)
と
指
摘
し

て
い
る
｡

⑫
安
部
健
夫

『中
国
人
の
天
下
観
念
-
政
治
思
想
史
的
試
論
-
』
(昭
和
三
十

l
年
､
ハ
ー
バ
ー
ド
･
燕
京

･

同
志
社
東
方
文
化
講
座
委
員
会
)
は
､
春
秋
時
代
の

｢
四
方
｣
に
替
わ
り
戦
国
期
に
は

｢天
下
｣
の
呼
称
が
登

場
す
る
と
し
､
そ
の
担
い
手
を
墨
家
と
す
る
｡
ま
た
前
掲
拙
著
第
三
部
第
二
章
を
参
照
｡

⑬
孔
穎
達

『尚
書
正
義
』
は
こ
の

｢元
子
｣
を
般
王
紺
と
解
釈
し
て

｢改
其
太
子
､
謂
改
天
子
之
位
輿
他
姓
｡

即
此
大
国
段
之
命
､
謂
紺
也
｡
言
紺
雛
鳥
天
所
太
子
､
無
道
｡
猶
改
之
､
不
可
不
憤
｡
｣
と
す
る
｡
天
子
は
天

の
太
子
で
あ
っ
て
､
そ
れ
は
天
の
命
令
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
し
､
天
は
そ
の
無
道
の
故
に
紺
を
太
子
と
す

る
の
を
改
め
た
と
す
る
｡
し
か
し
､
召
詰
全
篇
の
論
旨
か
ら
す
る
と

｢天
の
命
令
｣
は
潮
っ
て
夏
南
や
般
湯
と

い
う
王
朝
の
開
祖
に
下
さ
れ
た
も
の
で
､
世
襲
の
王
に
そ
の
つ
ど
直
接
に
下
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

(後
継
の

王
は
先
王
の
命
を
継
承
し
て
受
け
る
の
み
で
あ
る
)｡
し
た
が
っ
て
､
加
藤
常
賢
氏
の

｢
あ
あ
'
皇
天
の
上
帝

は
､
そ
の
長
子

(天
子
､
文
王
を
さ
す
)
に
こ
の
大
国
殿
に
あ
た
え
て
あ
っ
た
命
令
を
改
め

〔与
え
〕
ら
れ
､

そ
こ
で

〔わ
が
〕
王

(成
王
を
さ
す
)
が

〔そ
の
〕
天
命
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡｣
(
『巌
古
文
尚
書

集
樺
』
昭
和
39
年
､
明
治
書
院
､

二

六
頁
､
括
弧
の
注
記
は
い
ず
れ
も
加
藤
)
と
の
解
釈
に
基
本
的
に
従
う
｡

⑭
加
藤
常
賢
前
掲
書

一
一
七
頁
｡

⑮
天
命
思
想
に
つ
い
て
は
'
天
の
王
へ
の
命
は
絶
対
的
な
る
命
令
で
あ
り
､
天
意
は
不
可
知
な
る
が
故
に
そ
の

奉
承
に
は
徳
に
つ
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
周
初
の
天
命
思
想
と
､
｢天
命
｣
を
広
-
王
朝
や
人
の
運
命
と
し

て
実
体
化
L
か
つ
可
知
的
で
は
あ
る
が
諦
観
を
も
っ
て
受
け
入
れ
る
外
は
無
い
と
す
る
戦
国
期
の
天
命
思
想
と

は
'
俊
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
前
掲
拙
著
第
二
部
第

一
章
参
照
｡

⑬

『老
子
道
徳
経
』
に
は
､
例
え
ば

｢故
道
大
､
天
大
､
地
大
､
王
亦
大
｡
城
中
有
四
大
､
而
王
居
其

1
蔦
.

人
法
地
､
地
法
天
､
天
法
道
､
道
法
自
然
.
｣
(象
元
第
二
十
五
)
と
あ
る
｡

1
元
的
な

一
神
教
的
原
理
で
あ
る

｢天
｣
を
相
対
化
す
る

｢天
地
｣､
そ
し
て

｢道
｣
､
｢自
然
｣
と
い
う
汎
神
論
的
原
理
は
､
近
年
の
出
土
資
料
に

も
窺
え
る
南
方
系
思
想
の
特
質
を
な
し
て
い
る
｡

⑰
左
氏
侍

･
春
秋
経
の
重
層
的
編
作
と
そ
の
編
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
､
前
掲
拙
著
第
二
部
参
照
｡
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